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Uber den primaren Lungenkrebs. 
Von 
Dr. Tetsuo Suzuki. 


Aus dem Patholog. Institut d. Kaiser]. Universität zu Tokio. 


Vorstand: Prof. Dr. M. Nagayo. 
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8 | 0.34 | 2.2 | 
10 1.30|2.9 | 
24 | 0.99 | 8.3 | 
| 2.57 | 
2 3:10.11 | 1.33 
Zu 13 | 0.38 | 3.34 
24 0.59 | 6.12 
36 | 0.97 | 7.17 
9 | 0.99 | 7.56 
| 
5.0.35 | 5.31 
5 0.31 8.0 
6 0.37 
u 
3 
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Dresden | | (La 
Junghans | 
ad | | ” 2288 ” 83 
1613-1917 | 36 | "9526 307 
1918 —1922 39 | ,, 2252 
| 58 | » 2046 » 288 
1803—1¢ | | 2 : 
1908-1912 | 4 | a 
(Pflegeanstalt) 9 j- \1913--1917 | 1 | 
1923-1927 | 16 | ,, 1065 » 136 
1893 1897 5 | 検 敷 1396 
1902 | 4 | 
1822 » 184 
(Stadtkrankenhaus) |? 1908 -1912 7 | | » 2106 » 220 
ks 1013219017. | | » 2173 in 337 
|ı 7 | » 2105 » 19 
923-197 | 13 | » 204 
1903-1907 1 | 803 » ee 
| » 842 » 130 
‘Pflegeanstalt) j- | 41913-1917 | 0 | » 294 » 
| J1918- 192 | 2 » 146 
| 11928--1927 | 3| ,, 1649 is 02 
EN 1907 6 0.51 , 1182 
S | 
— 1908 10 0.78 » «1298 
1909 | $1 elds » 1288 
1910 7, 0.58 | » 1208 
1911 5 0.40 | » 1265 | 
1912 810.88 | „905 4 
1913 8 | 0.91 | 
1914 5 | 0.64 » 784 
1915 5 0.69 | 
1916 4 0.61 » 53 
1917 3 | 0.52 
1918 4 0.65 
1919 6.0.93 “ 645 
1920 "8207 » 750 
1921 9 1.50 a 
1922 10 | 1.70 | » 589 
1923 11 | 1.82 » 604 
1924 10 | 1.73 
1925 | 12) 2.05 » 58d 
| 1885 | 5/04 
Manchester | 1886-1890 | 16 1.58 ‘ 1074 
Duguid | 1891-1895 | 15 1.28 | „ 117% 
1896 1900 1.21 
1901 1905 | 2 2.40 » 1085 
1906--1910 | 12. 1.84 808 
1911-1915 | 27 | 2.37 14 
1916 1920 | 22) 2.42 » 910 
1921—1925 | 2391 2.57 | » 11% 
1926 | 335 


‘ 
4 
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Zwickau | | 
| 19091913 | 1381101154 » 1296 
Lipschitz | 1914-1918 | 121.0 |6.1 » 1192 
| 1919-1923 | 24/1.9 11.3 » 1257 
| 1924-1928 | 40] 2.0 112.9 | 
Moskau | 
1923 35|1.2 | 9.8 » 2907 354 
1924 60|1.5 {12.4 » 8945 483 
Abricossof 1925 56 | 1.4 {11.2 » 3880 496 
i 1926 99 | 1.9 |13.7 4898 697 
1927 100 | 1.7 113.6 » 5753 735 
Utrecht | | 
| 1924 1) | 2.1 280 46 
| 1925 0 0.0 » 46 
(Holland) 1926 0 | 0.0 » 849 » 50 
1924—1928 | 7 12.6 1667 » 265 
1909 1914) | 0.23 | 4.68 | 
Sommerfeld 1915 1919 hrs 0.33 | 3.79 | 
1920- 1924( |” 0.90 | 8.08 | 
1925- 1929) | 1.83 |10.63 | 
Göttingen | 
Feldner 1852 —-1879 0.05 | 0.62 | 
= 1880-1908 0.14 0.90 | 
Simmroß 1906— 1912 0.45 | 2.59 | 
Egenolf | 1921-1927 0.65 | 4.43 | 
Simmroß 1927 1931 1.55 | 9.83 | 


第 GET. 

RD HRO AU, 表示 し た に 教室 の 市 検 例 

く ミ も 統計 上 に 増加 を 認め る 者 は 多く K. WoLF, KIKUTH, SEYFARTH, 
STAHELIN, BERBLINGER, PROBST, MATERNA, HAMPELN, KATZ, WAHL, 
其 の 他 で あつ て 本 邦 に 於 て も 新 乾 一息 々 津 氏 は 増加 し て ゐる の で は な いか ミ 
想像 し て ゐる 

及び BRECKWOLDT A. 


= 
: 
4 
= 
4 
N 
| 
| 
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HO, 著 で ある の で , SH 和 肺 
臓 の 増加 の 原因 に 就 て は 種々 の 憶測 が な され た . HED HEL TILE 

(1!) 各地 で 和 肺 増加 が 見 られ 初め た の は 1918 年 の 流行 感 世界 
WAU TOR CH BOC, IND S SUK Ltt & ODD 
の 義 係 を 初め て 唱 導 し た の は BERBLINGER で ある . 

即ち 彼 は 1920 GE ICA OSE EAE O 
断然 増加 し , Jena C EA LG CHE 
SHG, MUS ORR CHA Lt. 

多数 認め た の で ある ). 

CHRIS ASKANAZY LTD 2. 

ASKANAZY は 流行 性 感 を 過 せる 90 細胞 か 
ら 胞 移行 する 型 現し て ゐる 30 例 し た の で あつ た. SIEG- 
MUND, SCHMIDTMANN, MITTASCH 及び MEYER 符 は ASKANAZY ミ 同 答 の 
同様 の 結論 を な し て ゐる. GROVE 及び KRAMER 
へ , BARRON も 何等 か 原因 的 閣 係 が わぁ で あら うぅ ミ 輝 べ て ゐる (DAVIDSON). 

{i} DERISCHANOF は 上 の 如き 化 生 現 象 は 30 PELL PERS 
ら れる 化 で あつ て 従 つて 前 云 ふ こ ミ は 出来 な い ミ 云 つ て ゐる ろ . 

は 人 統計 に 於 て 同時 期 に 肺 増加 認め ぁゃ も の で ある が , WEI 


ve 
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及び G. MAGNUS 等 ). 

及び KIKUTH ARIA TEAK ある を 認め た . 

Ze LIC KikUTH は 肺 臓 の な る 可能 性 あぁ こ ミ を 認め , 
KRAUS も , れ を 全然 は 定 し な い BEL GoLpscHMIDT 
は 慢性 炎症 は 起 ら な い ミ 云 ひ , FaHR は 其 の 原因 的 開 係 を 認め な い . 「BRE- 
CKWOLDT) 

(3)Rau (& 1914 年 か 6 1919 4320 間 に 於 て は 共 れ 以前 より も 肺 職 
THD 大 戦 の 結果 か ら た 著 し い に 
ミ な し た が , 何故 に せ し む ゃ か を し な い FAHR は 
た ミ は 信じ な い . V. HANSEMANN は 1. 2 の 例 及 び 統 計 の み を 以 て AMD 
RED DORD ED LUGS S TLS HOMO GH 
し な けれ ば な ら ぬ ミ し , AT AAN) 
の 場合 だ け で ある ミ つて ゐる たる. (HANSEMANN] 

BE AMD SA MUG (Sd) (BERBLINGER). 更に の 統計 で 
Mate 


4 
® 
| 
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RIEL, OB Ze Ae AD LD, 
LO AS. 4 = O ¥ lk HAMPELN が 
ある ミ た の に 初 ま る [KONRAD]。 — /y SHONHERR は Chemnitz に 

大 自動 車 交 激 し 一 な つた が , 
位 を 占め る に つ た こ ミ か A. Troppau ill 
Grata に ける MATERNA 及び 林 に ける WAHL が れ を 定 し て ゐ 
% KONRAD). 

VINCENT (PROBST) 及び STAEHELIN (&,2N% #5EF A. Zürich に は 1920 
LTE PROBST も 因果 係 を 認め な い . 

THRE あ る が , EIDGEN 燃料 研究 所 長 

OAR OF Zürich に 於 て は 自動 車 は HEILMANN 
中 は 減少 し て る ゐる た が , 上 
如き も の が 肺 増加 の 原因 ミ は へ られ な い [PROBST」 ミ . 

1930 年 末 に は 約 2 RA O, HG 
TEP OAD PIED BO 東京 市 に て は 1927 年 頃 よ め 前 は 
街路 は か つた が , 其 の 後 は 道路 補 自動 頻繁 ミ な つた に 
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も し た . 然 に 其 の か 認め ミ が 出来 な い . 

街路 の 石 淡 ター 及び 其 の 類似 物質 に よる 補 近年 の こ ミ に る が 

材料 の 出所 が 東京 市 在住 者 の み で な いか ら 和 制 断 に 苦し む . PELISS EYES 
ける 肺 消長 を 通 す ぁ に 肺 臓 が 増加 し つ ある る こ ミ は 世界 一 般 の こ ミ 
で あろ る から, 其 の 原因 は 世界 何れ の 國 に も 共通 の も の で ある こ ミ は 略 、 間 眉 

LU (BERBLINGER, A. SYREK, JAEGER und KOLB, 
SEYFARTH, SCHONHERR, FERENCZY und MoroLscy 2°, 
LOD AMA TR. 更に 多 
ST, 究 ミ が 必要 で ある る. 

13 PPS CSE AC, 一 般 の 喫煙 (中 等 
以上 の ) の 割合 より 多い の で は な いか ミ 攻 へ られ る . KAFCHT We 
年 々 増加 の に 在 も の ミ 認 め ら る が 故に 肺 増加 
分 係 が わあ る ミ ミ を 定 する ぁ る こ ミ は 出来 な い . 

一般に は 女子 より も の 方 が よめ り い ミ な けれ ば な 
ないし, HAMPELN も Christiania で は の 少な いか ら 同 地 で 
は 肺 少な い の で ある ミ つて ゐる けれ も , MME, 
ET PYLE き 場合 に も は 必ず し も し な い が 

受け て ゐる ミ 云 ふ こ ミ は られ る . FOC 


& : 
a 

- 
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$A. 
第 2 項 HEROES 
性 
栓 上 の 統計 で は 頻度 に て は の な し ミ す る 者 
(MAISLICH, MARCHASANI) 女 子 に 多 し ミ す る 者 ( 例 へ ば BoLJARSKIJ) 等 が あ 
が ご 全部 の 研究 者 は 箇 は 女子 より 多い ミ ふ 結 果 を 得 て 居 る M 
し て の 肺 臓 の 比 は 統計 で は だ 大 きい は し 其 の 比 が 
2: 1 乃至 8:1 位 の 間 に 在 り 敷 の 統計 で は 約 :1 に 近い . (第 四 表 


報 者 | 例 備 
ADLER 362 | 2.89:1 | 
ATKIN 93 6.15:1 | 
BIEBERFELD 207 | 2.9 :1 | 
BRECKWOLDT 450 | 3.57:1 
| BEACH, BERBLINGER, Bitz, BRIESE, 
a DE La CAMP, DYPUKIN, KIKUTH, 

BRECKWOLDT I 1087 | 2.88:1 | )Marcuesani, MATERNA, PÄSSLER, 

| | REDLICH, SACHS, SCHAMONI, SCHMOL- 

| | “LER, SEYARTH の 報告 . 
BUSCHBECK | 6.4 :1 | 
Davınson 107 | 5.0 :1 | 
Dusuı 175 | 6.3:1 | 
FERENCZY und ogo ° 16: | 
MaToLszy 38:1 | 
{1 — | 6.35:3.66 | 
JUNGHANS | 14.76:3.35 | 
Katz 56 | 30:3 
Boi 21 | 20: 

| 

Prost 76 | 4.48:1 
SCHÖNHERR 90 | 4.43:1 
SIMPSON | 139 | 40 :1 
SEYFARTH | 307 | 

| 1887 1982 WPA 
A 97 | 2.88:1 


れ た る 介し 性 不 な る 一 例 た 除 


| 


N 


| 
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要 な 味 を 有する か も 知れ な い . HOD LG LER T 
WR (= SEF る こ ミ , Kraus 及び 
G. MAGNUS [SY ~ OD, 
彼 の 許 は 成立 し な いこ ミ が 知ら れる . 

年 齢 

栓 材料 に 於 て れる の 年 齢 に て は , 多 の 報告 又は 統計 で 

50 60 AL, 

ADLER, HOMANN, HANSEMAN, ili|I], JANUSS, MARCHESANI, PAESSL- 


ER 及び SCHONHERR 等 で あめ, 

に 多 し ミ す る は , 

BONNER, FERENCY und MATOLSCY, KÜHN, KANFMANN. WAHL 
PRoBST &, X 

50 10 ald, 

BRECKWOLDT, DE LA CAMP, KIKUTH, SACHS, DYPUKIN BRIESE, 
SCHMOLLER 及び KRASTING “ET, 

10 TSF 70 上 蔵 に 多い ミ 云 つて ゐる の は BRIESE 等 で あぁ. 

HANF PY 52 玉 53 で わる , HANSE- 
MANN は 60 更に 高 年 の は 少く な ミ ふ EDD 
の 年 齢 は 40 70 ZU DIE 50 IE 60 ix 
代 で ある こ ミ は で , SCHMIDT の 如く 比較 的 者 (20 一 40 BL 
こし (HOMANN), »kl& SCHAMONI の 如く 30 乃 玉 50 


ふ (BRECKWOLDT) が あり , 4 DAVIDSON KO 
LEA OTH A. 

他 に も た 年 齢 の 例 に する し , 者 の 例 で は 20 30 
の 例 は 往々 ある が , OSKAR HORN の 18 N (OP) (DERISCHANOFF), 


ats 
k 
a 
Ta 
2 
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SCHONHERR 及び H. STILLING und NUSCHELER の 7 0, 
HI, 若年 及び 高 年 の 限界 は な い ミ 云 は ね ば な ら ぬ . ML ISS HERO 

自ら 扱 へ る Bl MS, 67 fil OS 
例 の 年 齢 を 調査 し た . 但し 其 の 中 + 例 は 年 齢 牙 は 性 不詳 の 視 め 除外 し 結局 
4 ける 年 齢 の 分 布 あ 見 た に の 如 し . 


| 20 | € |, | | | a 
、 | 6061— 7071- 8081-90 

AE | | | | | 

ys 1] 2 10 | 18 =2|ı 4 1 69 
2) | 23 | 7 1 94 


RDMEFTEN 51 歳 乃至 60 eles 
50 女子 の 例 は 61 70 歳 の 間 
に 断然 多い 印 箇 の 場合 より も 年 が 高く な つて ゐる る. 
CEB 10 此 の 係 は ZaLKA の 報告 し 
) 70 歳 の 間 に は 多く , の 全 例 の 約 77 27% CH CAMELS 
一 致し , HANF の 報告 せる 年 齢 ミ 等 し い 。 材料 に て 最も 若年 の 例 
は 17 81 ECHO. 

の 好 年 齢 の 低下 如何 が 論 ぜ られ て 余 は 年 の 低下 を 認め こ 


ミ こ は 出 来 な か つた . 
の 好 を 時 代 別 に 調査 し た 結果 は 第 六 に 示す が 如く で ある . 


| ] 


時 代 別 1889-1911 1912-1922 k 1923 - 1932 
| 46.5 59 | 52.4 
56.4 56 | 66.2 


が が, 亡者 に 就 い て は 臓 に を 見 る ミ 35 年 間 一 定 し て , 低下 せ 
70 TI KL, 女子 で は 60 BETO 69 の 聞 に 最も 多 
く 見 られ る ミ 云 つて 居る . & a. 但し 肺 
臓 好 齢 は 彼 の 場合 より 約 10 年 低い . 
= ART 1. 2 の 統計 を 例示 する に 第 七 表 の で あろ. 


ir it DL 20- 2930 3940- 4950 59.60- 79/80 89 


Pronst | | 0 | 4 | 47 | 20 | 21 10 Io 
| 年齢 | 10-20 20-3030- 4040 50, 50 - 3080 -90 
ADLER | | | 
| fl | 6 0 | | 78 m 2 


項 職 

の 人 工 の 以 を 疑 ふ 者 は 一 人 も な い . 
於 て も , RECHTE, 長期 に 所 慢性 作用 する に 拘ら 5 
し な いこ ミ が ある の も 事 ある . LIE 
調 ぁ に際し て , 複雑 な る 係 を 生じ , 断 を な らし め ろ 

TIL, 基 の 係 が に せ 
られ た も の も あつ て , HED RD LOM MES 
TER. 


24, Sachsen の SCHNEEBERG 0) a 78 b 


3 
20 
= 
> . 
; 
| 
| 
| 
、 
| 
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ミ な つて 居 た ちる が 如く , AGRICOLA (1500), MATHESIUS (1559) SCHEFFLER 
(1770), PANSA(181) が 何れ も 杯 病 の 報告 し て 居る (DERISCHANOFF, SIKL,). 

HORSE TARA HD AM CHADD, I: 
で は 可 成 久 し い AUIS 研究 者 か ら 忘 れ ら れ て ゐ た 観 が ある . 然るに 1882 
年 COHNHEIM が 病 の 研究 を し て 以来 再び 本 に 開 す る 研究 は な 
0, ANCKE(1884), ARNSTEIN (1913), UHLIG (1920) 及び RIESEL (1921) 
等 の 病理 解剖 幅 的 研究 が な され た が , 例 敷 が 甚だ 少な か つた . 然 ぁ に 近年 に 
玉 て 大 規模 に し て , ST AR 
600 22 L, FLO 75 TB TATE 
て ゐる. SCHMORL は 1926 年 ROsTOSKI 及び SAUPE ミ 共 に 研究 し た が , 
REAL, FED 62 IS 

A TIS AN S SEG TA 2° Schneeberg の 
南東 約 30km チ 。 コス db JACHYMOV も 現在 は 
ミ こし て 有名 で あり , 最近 年 ラ ヂ ウ ゥ ウム 含 有 の 事 が せら る CEO 
tz. SIKL は ラ ヂ ウム 療 法 専門 PIRCHAN 25 281% MARKL ミ 共 
中 10 人 は た が 7 PALS Ze FEL 

1929—1930 年 に JACHYMOV (= ‘CHL 19 人 中 13 
9 Gil 2079, 及 1981 年 及び 1932 BRIE) 12 人 中 


q 
4 
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der) 以上 の 如き 場合 に は ARDS MEH S 云 は ちる べき も の で ある こ ミ は 疑 


>» 


SEYFARTH は 製造 者 る 人 々 の 間 に 
多 し ミ 云 ひ . HEILMANN は 煙草 工場 従業 員 に 万 て 本 病 を 見 た ミ . UNTER- 
WED RA Hid A, SZ. JUNGHANS は 職業 ミ 
TACHI TSF AD, MY 246 4 
過ぎ な いか りら SEYFARTH KIKUTH, KONRAD, 
KUHN, MAISLICH, PROOBST, SCHONHERR, SCHUSTER, SEHMANN, WAHL 

の 材料 に 就 い て 調査 し た に よる ミ , 農 (2 ) , ERC 1), 
BALD, (2), 左官 (2), (2), 
HET, 機械 。 人 大 , 1), 無職 (3) で 

も の で も な さく , BS 職業 に は 特に Buys & は れ な 
い 余 の 材料 に ミ す る 者 が 最も 多い が , 
AO arya. 


2% 
Be 
— 
で 


か ら ミ て 職業 ミ 開 係 な し ミ は 断言 出来 な い . 

ミ な れ ば 人 の 材料 で は 各 職 の も の を に 多 例 上 集 する こ ミ が 出 
ば 眞 相 を 究明 し 得 な いか ら で あ る . 

然し ら は 及 び 諸 家 の 調 査 の 結果 を 合 し て 特殊 の 地方 及び 特殊 
を 除い て は 大 が 特に ぁ 職業 を する こ ミ が 出来 な か つた 
係 が ある ぁ る の で は な いか ミ MURATA. 

第 + 項 

住居 地 ミ の 開 係 も 知ら ん ミ 和 欲す る 所 で ある が , 余 の 集め た 材料 で は 住居 地 
SEIT か ゝ る な る 資料 に 
つて 結論 する る こ ミ は 無 意 あぁ ばかり で な さく 制 を る 故 深 人 し 

明 せ られ る こ ミ は 稀 で ある . 

近 時 SLYE 女 は 多 の 二 日銀 を 使用 し , 
TH SEES 結論 に 達し た ( れ に し て は 多少 の 異論 . 


する 陽性 の 結果 に 逐 し き 原因 の 最も 重要 な る ぁ も の は , 記載 の 不 充 分 な る ぁ こ 
ミ , 調査 の 系 統 な ら ざ る こ ミ 等 で ある ミ へ られ 
て も 調査 し た が , ROHT L FEIN Ze IE 


| 


24 


に 知る も の は 少な い 40 HELL HEE LIA DAR 
の 時 代 の 診断 は 不正 な も の 多 か る べく. CHG 5 DO, 
到 話 完全 な る ぁ る 結果 を 得々 こ ミ は 出來 な い . 

諸家 の 報告 を る に ADLER は 374 290 例 で は 記載 が 
な い 84 例 中 6S EST, 12 
に て は 103 (C. Lewin). 

BRECKWOLDT ¥~ GHA TKO 
TES 22 例 中 1 例 に て 
すら も を 認め な か つた . 

PEP) LS DAALS 
ME AED SPE SD A. KIKUTH RIMS 
情 の み で は 訟 時 せら れ な いさ は 云 つて 居る けれ きも 犬 い に 開 係 が わる こさ は 
め て 居る . 

此 の 如く に て は 紛 ミ し て 定まら な い KW 
べき で ある . 

は 村 帆 氏 報 告 以 後 の 38 FEL. 其 の 結果 
を 表示 すれ ば 次 の 加 く で ある . 


不明 の も の 24.7% 


られ な けれ ば な ない. GROMMET 


an 

{ 

tt 

- 

SE 

. 

| 


BRE 多い で あら う . 
第 3 章 


第 1 項 

肺 側 

EBS CS DUS 9 HE TMD CHR. 
ERG, HANF, KARRENSTEIN 及び MUSER 等 の 諸氏 は 共に 左側 に は 右側 よ 
り り 多き 見, COTTIN, CRAMER, MARCHESANI, SALZ, SIMPSON, 及び 新 
一 々 津 其 の 他 少 人 々 は 左右 相 等 し ミ な し , LipscHITZ (JAN) ER Ze 
報告 し ( 右 例 , 左 =42 例 ) , LoEWY-LENZ 
云 つ て ゐる ぁゃ. 以上 の 諸氏 は 右 購 肺 に は 左側 肺 より 多義 する こ ミ を 認め な い 代 
KNMDARTHA. 其 の 他 の 人 々 は 程度 の 北 こ そ あ れ 左 肺 よ り も 右 肺 に 多く 
見 られ る ミ 云 つて ゐる (ADLER, BRIESE, ASSMANN, DAVIDSON, ENDLICH, 
FRAENKEL HABERFELD, HOFFMAN, JUNGHANUS, KAUFMANN, MATERNA, 
MATOLSCY-FERRENCY, PAESSLER, REDLICH, SEYFARTH, SEYDEL, SCH- 
WALBE SCHROTTTEN WAHL, WELLEN, WOLF, 村山 等 ). @OMAED FEF: 


n & & | | 
ÄDLER | New-York 188 fil 157 例 
BEJACH Berlin-Moabit 14 16 
BiLz Jena 10 8 
BRECKWOLDT Hamburg-Eppendorf | 16 10 
BRIESE Chemnitz | 34 20 
BUSCHBECK Dresden | 70 65 
FERENSCY und MaroLzsy | Wien | 169 110 
FRIED America | 29 18 


HOFFMAN America 78 67 


] 
— 


JANUSS Polen 18 19 
JUNGHANS | Dresden 301 | 226 
KIKUTH | Hamburg-Eppendorf 3 61 
KüHnn | Neukölln 41 56 
PIRCHIAN-SIKL | Joachimstol 3 
ProgsT | Zürich 3 | 40 
SCHÖNHERR | Göttingen 41 | 33 
SIMMROSS Göttingen | 7 
Simpson | London 70 69 
Wanı | Berlin-Moabit, 49 | 28 
ZALKA | Ungarn 39 | 39 
| 京 都 6 | 6 
村山 | Mm 11 | 5 
鈴木 | 44 | 3 
1355 916 
A 
| Ki bead IE. 側 
ADLER | “35 — | 157 [—|—|— 134 
A cz it | 2 5 3 9 9ー| 1-| 733 
$13 .4 1.622.337.317. 11. 915.5 31.413.0 1.2 
{ 
JUNGHANS | 54.4% | 44.4%, | 405 
|-7-20.3) 3.2/29.7,53.2/10.9,12.5/14. 1/26 .6; 7.81 1.6 
ーー 
64.17. | | | 
“KikurH 38 | 35 31 30 —-|- | - —| 18: 
Künn 36 1 4-|-' 4- -- 
3 3 i-|-|- |— | —| 13 
ProgsT | 370 4 14 16 10—|—|—| % 
ZALKA 16 3 10 — | 8 9 11 — 191 — | — 76, 
: | 
Ki fu) 側 | 
re 分 岐 部 | 一 ーー 
4 6 7 lee! 7| als 


26 
= 
ag 
+ 
a 
りり | ob er 
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ROP AAS T EOE の 如く な が 故に 

右 肺 に は 左 肺 より BRET CSA 

SEYFARTH 右側 管 枝 は 彼 が 解 的 に 調査 し た に し よれ IE 
人 が 日 験 する が 如く 管 枝 の な す 角度 が 他 側 の それ 大 , 
右側 で は 左側 より 屈曲 が 大 きい こ ミ , FERRO TEED MO 
こ ミ の に 種々 の 刺 の は 右側 の 方 が 左側 0 容易 で あり, Mi 
Bk 6 CHS SCHUSTER は 59 例 中 右 肺 1 左 肺 
23 A, 分 岐 剖 5 例 ミ 云 ふ 結果 を 得 て 此 の 程度 の 差異 で は 左右 の 主 握 管 枝 の 
解 の 差異 が 何等 か 重要 性 を 有 す lh 
SEYFARTH の に は 比較 的 矛盾 が 少な い . HOPI SAL HAD, 上 
理由 で 左右 に 生ずる ぁ も の ミ す れ ば 其 の た ぁ や 大 な ら し て 姜 生 
に 根本 的 の 差異 を 生じ な いこ ミ は 自明 で , HOKOWPRAIEITRRS 
し な けれ ば な ら ぬ か ら で あ る . 

と , 

SOMES SRT SD? PROBST 及び ZALKA に よれ ば 左 肺 
で は 上 よ り 下 に 多い . 

REINHARDT, KROMPECHER, BRIESE, KIKUTH, BRECKWOLDT, SCHON- 
ミ 認め る . KUHN (& 175 SIMPSON は 137 
し て ゐる [DAvIDSON] (第 九 表 及び 第 上 表 )・ 

統計 に よる ミ 右 共 に 上 に 断然 多い 。 何故 に 上 に 多い か を 知る こ 
ミ は で が, 其 の 理由 の 少く ミ も 一 部 分 は 第 A 

SER GROVE BME TH. 何 ミ な れ ば 外 に 


m 
第 108 ag 6 | elıls|s|alsla 
is 15 | | # #5. 
gg | | E a 3 
り 1982 7 (4.322) | (6.525) 22) (3.22;)| 82 
55 2 36 
(59.17, (2.924) (36.8%) 


か ら 現 は れる ミ は 限ら , BRM UC 


特 合 する ろ ミ も 限ら な いか ら で あ る ら . 


O 


m. 
。 肺 葉 内 に 於 ける 部 位 
RIBBERT に よれ ば 肺 門 に 近い 部 分 


BEITZKE, 


KUHN 及び ひび SCHUSTER は 第 一 


最も 多 


の み に 就 いて ヾ は ある が 兎 に 角 第 - 


2. 


MARCHESANI は 肺 門 及 び 大 い 


ミ べ て ゐる. M SIMMROSS は 18 例 
- 乃 次 枝 に 多 か つ た ミ 報 告 し て ゐ 


28 
% 
. 
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は 稀有 で , 普通 は 比較 的 細い 気管 枝 に 生 し て ら の 各部 に 
て 居る 様 に 見 える ミ 云 ふ . PASSLER も 握 管 枝 の み に 限 局 さ れる ぁ こ さ は 稀 で 
の 開 係 し な い ミ は 断言 出来 な い ミ 云 つ て ゐる ろ . 

妨 に 於 て 余 は 肺 門 部 以外 の 肺 識 九 に 就 い て 改め て 其 の 位置 を 調べ た . 其 の 
結果 は 次 の で あぁ. 
5 例 (31.2525) 
F 1 例 ( 6.75%) 

7 例 (43.2525) 

3 (18.7576) 

TIE TD 6 MBS AN FBZ 
此 の 位置 に 多く 見 られ ぁゃ か ら で あ る ろ る. 

T. SATE S OUR. 

引 例 に 就 い て 気管 枝 の 分 枝 ミ 腫瘍 の 位置 OBA FE 


0 
LGA ? 
1 TERK 1 


2 TERR 14 fil 
TERK 
5 TERK | 


to 


HEOD 6 | 
肺 3 


Ay 3 Bil 
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即ち も 余 の 調査 し た 結 時 に よる ミ RIBBERT, BEITZKE, KAUFNANN 及び 
こ ミ は 認め る が 彼 等 の 云 ふ 様 に 肺 門 部 が 最も 多い ミ か , B-KNEB RD 
て ゐる の や を か 見 た . WEG ZUBE CHS SEA MUSER の 報告 ミ 
は 結果 を 得 た . 

確 に 肺 門 部 で , TERED 
枝 の が 好 部 位 で あぁ こ ミ は 認め な けれ ば ならない が , TÜRE DK 
DDB 少 も 余 の 有する 材料 
TREHTHOT. FEL GATED 2 枝 ミ し て する 場 
合 が 特に 多い こ ミ は な 事 ある. 諸家 の 統計 を も し て を 以 て 

が 肺 の 中 心 ミ し て 上 に 分 類 し た T, 気管 

ミ 認め られ る ぁ る 例 で ある . 

肺 の 部 に 属 せ し め た も の は , MMM KO PAA 
が , は 結 等 に て 特殊 の に 在 ちから れ を 別項 ミ し た の 
THA. 

V1.2 項 に 属す る も の は き 例 で ある . 

の 他 に 生地 の 断 に む 例 が 例 ( 第 78, 87, S88, 93 fl) 
此 の 中 2 例 ( 第 78 例 ) は 比較 大 い 気管 枝 

CHE OM ED PT AL TPAD. 


: 
3 
= 
: 
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在 も の , ち 大 門 及び れ に 接し て 存在 する ぁ る も の 12 fil (第 71, 
74, 75, 81, 83, 85, 86, 89, 90, 91, 92, 95, 96 M) 
(2) EBS LEDC BBD 10 例 , (第 


66, 68, 73, 76, 77, 78, 87, 88, 93, 94 例 ) 


’ 
» 


HED BOS (第 69, 70, 72, 79, 80, 
32, S4, 94 A) 

ち 肺 門 附 近 に 在 つ て 太い , 叉 は 
れる も の は 可 成 多く . 此 護 は 好 義 部 た ぁ こ ミ は 疑 な い が , PASSLER, KAUF- 
MANN, BEITKE 等 の 云 ふ は 大 に 比較 的 大 い 枝 以 外 , 肺 門 よ 
は 更に 多く 見 られ る ミ ふ ミ が 立て られ た . 

上 に し くそ の 原 組織 が 気管 枝 粘膜 か 気管 枝 粘液 上 か , 
胞 皮 か を する ぁ に は 微 鏡 的 研究 に 待た な けれ ば な ら な い が , 


ね ば な ら ぬ . CUS ALR MIE HS TY 


P20 移 

MATOLOSCY u. FERENCY は 90 %, ZALKA は 91.5 77, KOLOZEWSKI (t 
91.5 %5, SEYFARTH は 73 %, V. MIELECKI は 88.38 に て HRY BH 

検 記 に より 調査 し 9S 例 中 95.7 
あぁ る を た 

に 余 は 余 が 自ら 検索 せる 材料 に 就 い て 甲 移 の 有無 を 調べ た . 其 の 結果 

例 中 唯 に 於 て の み 還 な き を 知 つ た EDT 96.5 


THD. 
CHA. 


臓 (39.527) 5 fil 
26 例 (236.522) 4 例 + 
Bi 21 例 (21.425) 臓 + 例 KR 
iv 21 (21.475) + 例 


i) FF (11.272) 2 例 

心 9 例 2 例 

心 6 Bil 

筋 組織 6 Pil 2M 

EL (66.325) 6 例 
15 例 (15.374) 3 Mil 
後 腹 腺 14 例 (14.372) 1 例 
分 岐 腺 13 (13.272) 
10 例 (10.275) i 例 
8 fil 


#4 LTE RO SS 4 12, 16, 27 及 び 66 pal) で 第 82 例 で は 
ANTHR. 

FHL ADLERR, ASSMANN, BRIESE, JUNG- 
HANS, 村山 , STRÜMPELL, WAHL, ZALKA 其 の 他 殆 き 皆 : 之 を 認め た. 


- 
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7 

h 

: 


の 順 で ある . 

洲 巴 腺 で は 局所 た る 肺 門 部 に 最も 多い の は 党 然 で ある. 其 の 他 は 表示 し た 
WO CHA. 
何 ミ な れ ば 余 が 精査 し た 31 BEN S SHE 1 HIDATHSD6 TH 
る . 少な い の は 記 鉄 の 不備 に よる ぁ る も の ミ 思 は れる . 

の 材料 の み に 就 て を 見 も 頻繁 に 形成 の 起 大 の 如く 
で , 肺 門 部 腺 に は 2 HOT. 

以上 の 敷 は 叉 大 艇 諸家 の 統計 ミー 致す ぁゃ も の な る が 故に 肺 職 韻 の 一 般 の 個 
向 ミ 認め る . 


ADLER 
874 fill) 
TDR 例 103 Aal 
45 例 39 例 
23 Pi 28 Fil 
TR 23 例 左 Mi 28 pl 
肺 門 腺 16 fii) Mi 22 pi 
15 fii m 25 
15 fil 17 
13 Pi 16 il 
右 15 例 
14 il 
AR 腺 12 pl 


22 例 


JUNGHANS 
(HEB 405 PM) 


91.2 %, 


AT 臓 43.4 
tt 系 HE 36.7 
左 Ati 15.5 


Ai 


24.3 
胴 格 22.6 
ER HE 16.8 
Why 16.8 


(以下 略 ) 

DosQUET, 

43 Bil) 


肝 11 fil 


sm 
例 


BRIESE 
(HARK 60 Gil) 


女子 91.5 SHE TA, TH 
Ze SLT ERAHDEKDML. 


43 例 中 37 OL 


ABR 
(以下 略 ) 


10 例 
10 例 


% KT 


ss 
Ww 
to 


N 


% 23.7 % 
% 15.3 % 
% 16.9 % 
% 11.9 % 
% 30,5 % 
% 11.9 % 
% 13.9 % 


て た . HIERAEKDML. 
肪 ABE 7 fil 
7 ill 


1 
f 
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_ 

? ‘ 
%G 37.3 
= 9% 30 
D OULD) 
9 33.9 
2 . 
3 
173 9 
12.4 
ig 
a 

= 


60 例 中 56 RD 


43 例 心 12 例 
Hr 臓 25 例 ı1 Bl 
ik 17 例 11 pl 
以下 略 7 fil 
WAHL 


ST 例 ) 
還 移 が 認め られ な か つた の は 7 例 の み で あつ た . 


局所 腺 0 fil iil IS fil 
膜 26 fi 15 例 
AT 26 Pl ir 13 
肺 ink 22 例 BR 11 例 
S 例 脳 7 例 
(以下 略 ) 
SIMMROSS の 統計 で も 肝臓 (30 22), (BIS 2) 及び 腺 (27 72) 
等 に 多い . 


に を 形成 す ゃ は 此 の 組織 に は 終 毛細 血管 の 存する こ ミ も 
— RANG, 叉 DosgUgr に よれ ば 之 れ 肺 及 び 脳 は 共に 酸素 含有 量 多き 
L SER BRAT 75 OS. 動物 試験 に て も に 
SI MOB CH SD. の 如く 條 件 を 具 
備 す る が 故に 脳 に は 輔 移 が 比較 的 多い の で あら うぅ う ミ 云 ふ 者 も ある HELA 
材料 で は 多い ミ は 云 は れ な い . BAMA Cd d. 


> 
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(OBI D GAT HA. 

HD. は 第 SUPA (LHS TIGR 5 分 の 4 
TEN (LURE ARO BHO DC WG 
LOAIFOKS 

第 3 項 肺 職 癌 の 肉眼 的 所 見 . 

の 肉 的 所 見 は 多種 多様 で ある けれ も 大 の 様 で ある . 

KS: 大 多 の 例 に て は 可 成 の 大 さき に な つて ゐる , TOKE LT 
AGINCHO, 形 短 も 規則 正しく な いか ら , 或 ぁ 一 定 の 大 さ で 其 れ を 測 ぁ こ 
ミ は 難い . Ze BUR 5 EDK S LH 

・ 此 等 の 大 き さ は 必ず し も 腫瘍 基 の も の > ぇ > 大 さ の みな を 表 は す の で は な さく 腫 
BORA UC H Amiel KAG HIS LIOTCH SA. 


1. [第 78, 87, 88, 93 Hil) 4 例 

1. 068, 70, 76, 77, 79, 80, 
81, 83, 84, 91 fil) 10 Al 

IV. 鶏卵 大 [第 66, 74, 85, 59, 94 例 」 5 例 

V. PHAK [第 69, 73, 82 Pili 3 fil 


Er: 
? 
= 
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DERDI ES FOB & SCHEN Z 
RU. MOMO 4 を 現 は すさ 
CHD. 何 ミ れ ば 第 71, 75, 86 03 PACES UCR 
Erb CHA. 

GES: 硬度 を 適 洛 に 表現 する 言葉 を 知ら な い . 併 し と れ は 問 腫 ミ し て の 
OIE, か い ミ ふ 部 類 に 属す る も の が 最も 多い , 次 は 
中 等 度 の で “derb” 硬い ミ 稀 すべ 
き 硬 性 端 の 人 硬 さ に 比 す べき は 1 例 に すぎ な い . 

[第 73 1 例 . 8.57 % 

中 等 の 人 71, 75, 79, 80, 83, 90, 91, 4 Bil) 8 fi] 28.57 % 


ili (66, 68, 69, 70, 7 77, 78. 31, $2, 54, 9% 


86, 87, 88, 89, 92, 93, 95, 96, 97) 22] 71.07% 
ST DAY 
料 で は 型 が に 多 を 占め る , 此 様 な 分 は 増 徹 の 模様 を 充分 
に 現 は すこ ミ は 出来 な い KAUFMANN DAL TER. それ に 
ば 増 様子 が 可 成 よく 想像 し 得 ら 故に 余 は KAUFMANN の 
式 に 従 つて 余 の 材料 を 分 類する . 
1. 軟 く 71 A) 1 例 


a, 気管 枝 多少 ミ も さ る ぁ る も の [第 71 A 1 fil 

2, ISRAEL, その 周 園 に 大 きい 腫瘍 結 
md も の [第 74, 75, 78, 55, sl, 95 例 」 6 Pl 


L, LIMBIC BEA L, 


[第 S1, 86, 89, 96 例 」 + Pl 


性 [第 68, 69, 73, 77, 70, 97 6 fil 


go 


. 肺 葉 中 に 限局 性 腫瘍 を 作る ぁ も の 


[第 66, 70, 72, 76, 80, 


88, 94 Fil) 7 例 
W. 以上 の 混合 型 第 82, 83, 84, 87, 92, 93 例 ] 6 fil 
at 3199] 


LS SEHR LE TFT 2 種 以 上 の 
混合 せる 型 の も の で , WAS WS, Is) 或 は TI) ミ の 混合 型 で あぁ. AL 
CHEE FET EDEHO, 小さ いも の も ある . ZHEB 
せしめ た 第 79 S (SHO OT 
{ES DIM CH 

UTHA, (I:) に 属す る も の も 少く は な い 腫 が 管 枝 の 
局部 に の ふ 増 て ゐる 例 は な か つた . ROP CS SHE 
写し な けれ ば な ら な いも の が 2 例 は ある (第 71, 74 Hi). 故に KAUFMANN 
は 主 気管 枝 に 限局 し て 居る ぁ る こ ミ は 決し て な し ミ す ぁ る の は , 此 の 如き 早期 の も 
の が に は 見 る 機 谷 な い ミ ふ 意味 で , PET SS 
で は な いで あら う . BERNIE 76 Bil) ミ 云 ふ の は 左 主 気管 枝 か ら 左 
3 GS 更に 上 下 肺 葉 中 心 部 近く 
生 し 本 末 雨 万 に 増 殆 し た も の で は な いか ミ 才 へ られ る ろ る . 

形成 , 

腫瘍 中 空洞 形成 あぁ は 炊 の 諸 例 で ある . 

68, 70, 76, 77, 80, 84, 92, 94 Pili き 例 

A (12 表 ). 


第 12 表 WONT HE 
a Ai 肺 肺 
eh Wh: 後 側 上 側 下 後 中 央 | 
| 8 84, 77, 70| | 
FR | | 76, 94, i 


2 
38 
3 
= 
a 
} 
| 
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DPHED HE _LHED AAR HE O TR 
aD, AM ISU. Hid s TOM LU. IED 
事 質 は 全く 偶然 で あら ぅ うか? LI SBA (第 
NR). 
腫瘍 ミ 肪 膜 ミ の 開 係 . 

原 が 膜 ミ 直 接 に 接する も の , 
第 13 Ze 肺 臓 と の 位置 係 (C1) 


— 達する も の | に 達する も の 
右 | 上 葉 | 68, 70, 77, 78, 87, 88, 95 | 7 例 63, 73, 80 | 3 Mm 
FR | 72 
| 82, 98 2 fii) 79, S84 2 
| 81 1 76, 94 2 
合計 17 例 


Al 68, 70, 72, 77, 78, 79, 82, 84, 87, 92 Pil). 
WHR S KAR TAULKOR CH 2. 


m 
| 83,. 92 | 2 | 85, 89% 90 | 

alee 65, 2 


(第 71, 74, 86, 96 例 は 主 ミ し て 主 気 管 枝 に 在 ち も の で 何れ の 部 に も 局 
せ みあ かつ た 


腫 場 の 組織 分 類 の 方 法 に は 一 般 に つ の ある ぁ る , 


| 
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形態 分 際 し て 其 の が 組織 の 造 構 に 置か れる 場合 さ 場 細 
WIELD EO ゝ 形態 に か れる 場合 さ が あ 此 の 2 種 の 分 類 原則 に は 各 
失 が あつ て 現 信 で は 未だ 其 の 一 方 未 け に } ょ つた 完成 され た 分 類 法 は 存在 し な 
が が, HOFFMAN も べ て ゐる 如く 大 な 
DPX PAD HELE O, 同一 材料 が 異な つた 分 類 に 組成 され る ぁ こ ミ も 有り 
勝ち で ある BA 5 © FEO, 
LOAD HOA ME = 6 OF し た の で ある . 

ST HS. RIBBERT が つ た に 肺 臓 の 最も 初期 の 像 を 観 た 人 は 
だ て な いか ら , SIEGERT 分類 法 は FUE CHAD, 
基 に 近い 

細胞 の 形 に よる 分 類 あ な す も の に PROBsT, PASSLER, MARCHESANI it 
の 他 が ある が , PROBST の 分 類 は 倫 り に 統一 を 鉄 いて 居る . 彼 は 1 HOG 
表 の 中 に 一 般 の 構造 に つ て 名 付け られ た び 便 性 等 を し , 
て 居る . 

PAESSLER の 分 類 は 細胞 の 形態 に 階 つ て 分 ち , 更に 組織 長生 的 分 類 あ な 
し た も の で ある DDR O し 


>» 
TEN. 


: 
= 
€ 
9 
3 
3 
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生 組織 に ょ る 分 類 見 る に 上 を 被覆 上 粘液 上 皮 癌 及び 肺 
SE DMS の 分 化し た 多 角 細胞 性 中 
に 粘液 腺 ミ 上 皮 の 2 種類 し て , 第 3 の 扇 細胞 を 更に 分 類 し て 
S FOS. 

MARCHESANI の 分 類 そ の も の に は 比較 的 無理 が 少な い が , 彼 の 扱 つ た 26 
例 中 に は 此 の 他 に は 他 の 種類 が な か つた か ら で は あら ぅ けれ ご も 肺 臓 韻 の 分 
類 ミ し て は 更に 項 を 設け る 必要 が ある . 

余 の 材料 を 分 類する ぁ ミ 次 の 様 で ある ぁ . 


1, 第 75, 85, 93 Gil 3 例 
と , 小 細 胞 性 癌 第 73, 78, 91 例 3 例 

2. 13 例 
1, 第 64,71, 77, 79, 80, 84, 87,88 fal 
と , 非 角 化 性 局 下 細胞 癌 第 61。66, 74, 81, 94 fil > 例 

3. 9 例 
ii), 第 G9, 82, 88, 89, 95 例 5 例 
と , 第 72, 90, 92, 96 例 + fil 

1。 7 foil 
第 65, 67, 83, 86 例 例 
と , SES 第 62, 70, 76 例 3 例 


各種 の 頻度 に し て も 統計 は で SCHUSTER ZU 
報告 し て ゐる . (SURES S CHO THE? 
rt X LIPSCHITZ は Zwickau の 病理 の 89 例 の 
に 於 て 小 細 胞 性 最 も 多く 性 は 腺 様 柱 細胞 を れ に ぐ 


も の ミ な し て み ゐる. 併 し SCHNEEBERG 及び JACHYMOV EDER 
BEADS N CUS SZ ふ 統計 は 少な い . 

BRANDT は 彼 の 48 例 を 分 類する ぁ ミ (1) JRR BY < (2) その他 に 
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細胞 より 成る も の ミ に な る ミ 云 ひ , X MARCHESANI の 統計 で は 基底 細胞 癌 
が 最も 多く , 多 形 細胞 癌 が 第 2 位 に 在り , 角 化 扇 癌 及び 腺 い . 
BEITZKE か が ASCHOFF の 病理 忠 教 科 書 に 記す 所 に よれ ば 園 柱 細胞 癌 が 大 多 
癌 及び 類 は 比較 的 に 少 な い ミ 其 の 他 に も 柱 細胞 
及び 細胞 が 多く 細胞 が 比較 的 少な い ミ ふ 者 も あ る . JAPHA, 
DOMENY, FRÖHLICH, PASSLER, PERUTZ 及び WOLF VERA SDS 
余 の 材料 で は MARCHESANI の 報告 し た 記さ ミ は 正 に 反 封 で , 村山 氏 及 び 

PASSLER の 統計 ミ 似 て の ゐる. PROBST の 場合 に は 非 角 化 性 扇 和 上皮 癌 ミ 類 

を 合 億 た も の が 最も 多く に 柱 細胞 ミ 腺 ミ を 合計 し た も の が 多 
く 第 3 に は ある. 村山 氏 の 場合 に は 扇 生 上 像 を 有する も 
DE. 柱 上 皮 細 胞 型 に 属す る も の が 多い . ROP BS 
る が 断然 多く , BASH 
2 位 に 在 , US HCH 


RIBBERT. 


PROBST 44 Pi) 
ii fil 2 ı 
3。 ı fil 4 4 fil 
5。 腺 6 il 6. JEP + 例 
7 12 例 ZIEHE 1 例 
1 fil 10. 1 Bil 
11. ! PREG 9) 


村山 22 Mi) 
1. 


" Thos 
! 
] 
Se 
Be, 
- 


a. 7) 
b. AINE & 0) 
c. 香純 な る ぁ も の ( 問 珠 を 示す ) 5 
de 一 部 表皮 細胞 性 他 部 園 柱 多角 型 
e. 大 部 分 多角 型 園 部 表皮 細胞 性 1 
3。 多 形 性 上 細 胞 型 の 
f. 基 細胞 に 似 た ぁ も の 
8. AM 2 | 5 
he 
4. 1 
FRIED. 
3.” 
+ 気管 枝 性 ( 非 角 化 性 ) JSS A 5 


STE 
皮 腫 


SIMMROSS. 

7 2. 腺 5 

4 

MARCHESANI (#29 26 

1. JES 10 fil 

2. SICAL り ( 粘 液 あ 産出 する も の 1 fil) 

3. Sty 3 ( i 1 例 ) 

4, 3 Bil) 
PAESSLER 

I. 

a. BE 


bo 


ec. 
分 化し 多角 細胞 
b. 
3. 
SIEGERT 
SIEGMUND. 
(最も 多 し ) 
a. & O 
b. 
2. 
FEAR) 
SCHUSTER (#8 54 例 ) 
気管 枝 よ り 生ずる 
a) 


b) 


(38 Bil) 


e) 
2 (16 fill) 
VERGA 及び BOoTTERI 


1. 


2 管 hy 


I Bil 
15 il 


ALS 2 


- 
= 4 
mE 
— 
4 
— 
| 
3 
2 Pl 
| 
< 


HE 
SE ん ミ 不 可能 で あ 
SE LP も 見 な か つた . 今日 迄 如何 な 
ぁ 人 も 之 れ を 見 た こ ミ は な か つた で あら 5. RIBBERT % HEAR % HEEL 
PAIS LAS Muy SS CGS. FEO 
及び 諸 種 の 開 係 か ら 推 定 に よる も の ゝ み で ある . 
義生 組織 に よ ょ つて 分 ける ぁゃ ゝ な ら ば 
3. 肺 胞 上 皮 
も の が ある (KURT-WOLF, [KRETSCHMER に よる ]). fF LE (OBR 
RED 
ぁ こ ミ は 困難 で ある FEO CT HUGUENIN RRND UT 
ら な い ミ 云 つ て ゐる る. 併 し 兎 に 角 無 管 枝 粘膜 より 癌 の 長生 する こ ミ は 常 然 有 
DERZEIT, 此 の 種 の も の が 多い ミ ふ こ ミ 
SRRO- DH CHD. 
6 BEAT 研究 者 も ある (LETULLE) 
が , 此 の 種類 が ある こ ミ は LANGHANS 以 來 認め られ た 所 で ある . 
55. 何 ミ なれ ば 化 生 現象 な る 事 が あり , 
ihe SIL RCH SD, FRIED の 如き は 肺 
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か ら は 腫 は 生 し 得 な い ミ 主張 し て 居り , FEO CHOP AS 
ミ 云 ふも の は 抹殺 せら れ て ゐる ぁ る . 然し な が ら 肺 胞 上 皮 が 喰 細胞 で ある ミ 云 ふ 
RO SD RBA 6 MOPS RIT LEW THAAD. 
EAT ESNIDATHOT, 
~ DOMENY は 10 義生 し 
彼 は その 報告 に て 肺 胞 の か 
O SL OS AIG CH A. 

FETS A I DIS, 第 1 AS 
SROTERIS, 細胞 は 地 の 上 細 胞 基 の も の か ら す る の で 
BIT, の 上 を せ し む べき 細 胞 又は 如何 な る 型 の 上 に も 生長 し 
し た の 上 細 胞 ミ 同性 質 又 は に 近い 性 質 に 同様 の 形態 示す ミ 
は 限ら な いか ら で あ HCO 2 & O DUS 
極め て で 同じ く 肺 胞 上 ミ れる 中 に も は 小 細 脆 性 
の 諸 一 [SCHUSTER に よる れ ミ な し , 者 は 細胞 性 (PROoBST), 
叉 他 の 研究 者 は 角 化 性 扇 生 細 胞 瑞 や (PERLS-KRETSCHMER に よる ), 或 は 
ka (PASLER) , 子 形 細胞 ミ 合 併 し た も の を 
50 SHEL CH BER OH EL 
OD AIS > 何 を 以 て 肺 胞 
%. HUGUENIN MRE S TAO. AG LGAMCHA. 併 し 

第 15 及び 第 16 A HE し た ミ 推 定 せ 
& 2 PA 16.1(%) HOD, Ute 


: 
} 
- 


第 15 表 癌 腫 の 種類 と 位置 と の 開 係 (1) 
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推定 | 
除 
7S 34 (25.022)| 4 33.37) 3 (25.022) 
JE | 4 (66.772)| 2 (33.372) 0 0 
多 型 多角 細胞 敵 0 2 例 (100.022) 0 0 
BR 4 例 (44.42)| 3 (83.372) 2 C22. 2) 0 
第 16 表 種類 位置 の 係 (2) 
71, 74 |73,75,85,91| 90,92,95,96,| 83, 86 
Be | 
2 
66, 68, st | 73, 93 | 70, 76. | 69, 88, - 
3 
: 
a - | — 
— 
| 0 0 - 0 0 
せら れる 例 は 可 成 多い に も か すず 其 の 20 過ぎ な い . に 反し 肺 


部 及び 下 近 に 義生 し た も の び に の 深部 に 在 つて 気管 枝 ミ の 連絡 
の 明か で な いも の に は 83.3 

次 に 細胞 は 気管 枝 例 に 66.7 26 33.5 
見 られ 及び 下 に し た 例 に は な か つた . 

腺 は 除く 3 箇 部 位 に 見 られ た 気管 枝 及 び れ に 近い 程 多 


すず 2 例 は 全部 気管 枝 が べき も の に 属す 


+ 


[Ar 


. 
‘ 
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甚 は 比較 的 多く 部 の 例 で は 腺 細 胞 除 
いて 各種 類 が 略 同 あ る , 

附近 及び 部 の 例 に 於 て 特に せら れる の は 腺 近 
の も の に 2 例 見 られ る 以外 に は 扇 下 細 胞 疾 の み に 限 られ て ゐる こさ ミ で ある ぁ . 
ig UC LOD #9 60 PHA. 肺 組織 か ら 
し 得る こ ミ は WOLF (ISM) LIM CAD. 
= UT Eppinger 2. MHL 

( 肺 胞 上皮) SOFA 
2. 

WE & OHI CHD 5. 

OD BIE CH D SHAD 

の 如く で ある . 


1。 Mate 69,71, 78, 75, 78, 82, 85, 89, 90, 91, 92, 96, 97 例 13 Al 


23 
— 
8 
ke 
= 


40.6 % 

2, (iia ZY 第 64, 66, 70, 72, 74, 76, 77, 78, 79, 8O, 81,84, 87, 93, 94, 

15 例 (46.9 %) 

3。 第 88, 86 fil 2H) (6.3 %) 

4 不 明 第 SS 例 1 例 (3%) 

5. 腫 の 上 皮 Hl 1 (3) 

LOM 2 1 例 は 2 
Un. 他 の 1 例 は 特殊 な も の で 時 形 腫 の 或 る 上 友 組 織 乃 斑 脱 生 期 性 の 上 皮 
5 EAE LITE OCHA. 

肺 胞 SUS CS O SSE 
we CHOC, SYREK NA HAS 
な い の で あり 27 OS Bil), AO bide 
質 よ り 姜 生 し た ミ 見 る べき 例 ゃ 多 し ミ す る が 如き は 他 に 例 が な い . MALAI 
候 り に 余 の 分 類 の 目標 に 従 つた 結果 で あり , 余 が 上 に 注意 し た 様 に 此 の 分 類 
法 は 高 人 共通 の 結果 を 示し 得 な いも の で ある か ら , bilo A LTO AD 
必ず し も ゃ 安 管 な り ミ 認め よう ぅ ミ は 随 期 し な い . 


第 章 


肺 近 時 増加 の 認め られ る の で , AE 
上 の 重要 な 問題 ミ な つて ゐる. 本邦 に て も 
2, 現 は れ , MEIC H DAO CAM ROD 
た 。 

1932 年 末 迄 に 例 の AO) 
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A, 光 に 其 の 原因 の 探究 を 試み , 特に , 種々 論議 せら れ , 信 千 は 混 流 た る 肺 
= ミ の 因果 開 係 に 就 い て 研究 し た . 

1. 我 が 教 宝 の 統計 よ O SARA 

2. mM LO » HOt. 2° HE 
: 

3。 肺 臓 癌 の 増加 は 1918 年 流行 性 感 四 の 世界 的 大 流行 の 結果 の 現 は れる 
以前 か ら 認 め ら れ , 且つ 其 の 後 大 流行 な き に も 拘ら 5 増加 は 依然 績 いて 居り , 
歴 中 に 本 病 に た 事 な き が 故に 同 病 は 肺 臓 の 増加 の 原因 ミ は 
へ られ な い . 本 に 於 て は 欧洲 大 戦 ミ 直接 的 な 何等 の 開 係 な く , OTHER 

MIMS 2 — TOMO, ZED VAIN SE 

MME RUS, ター ル 使 用 に 
LU, 何 ミ な れ ば , HOY 
以 前 か ら 肺 臓 認め られ て ゐる か ら で あ る . LUE 

3:1 Cha. 

年齢 は 17 歳 か ら Sl Gtr, 60 
WET 


ee 

: 

= 

Er 
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5。 職 美 ミ の 因果 開 係 を 明か に する こ ミ は 出来 な か つた けれ ご さも, 日常 鹿 
い 休 が ある が 著 明 で は な い . 

6. 居住 地 ミ 本 病 ミ の 義 係 は 知り 得 な か つた . 

7。 され た 例 は 約 13 %CH A. 

肺 及 び 管 枝 の 占 居 部 位 は 左側 より 右 肺 に 多く , 
(RE OF 5 迄 の 間 に 在 も D 
く 気管 枝 ミ の OS BUND (12: 
14). ii) し て 気管 枝 に 姜 生 し た こ ミ が 明か な 上 記 の 12 例 中 7 PSH HAI 
管 枝 附 近 に 義生 し た も の ミ 認 め ら れる . 従 つて 気管 枝 冶 ミ し て は 肺 門 に 近い 
AL REBROMRE ZU. 

出血 有する こ ミ る も 往々 あり , 多 
く 時 ミ し て あぁ も の も あぁ る が 硬 性 は な か つた . 
大 さ は 手 以上 葉 の 以上 に 及ぶ も の が 多い が 大 以下 掛 指 頭 
以上 の 例 も 相 た Bil). 

増殖 の 型 は 思 一 中 心性 礎 排 性 な ぁ も の も ある が 中 心 に 疾 性 化 せ る 無 管 枝 を 
HL, その 周 に 大 きい 腫瘍 結節 を ぁゃ も の , MED & Dok ls 
巴 管 炎 に より 振る も の 等 が 大 部 分 を 占め る . 肺 嘩 “及び 気管 枝 に は 僅 に 増殖 
し , (GS 86) 96) に 著 な を な す も の も ある . 

1. AH 例 で あつ た が , EDIE LUCCA). 

12, 性 肺 管 枝 に 於 て は 細胞 が 最も 多い ANNE 
定型 的 の 細胞 は 少な い . CE 
る も の も 少な いけ れ 往々 見 られ TA 
て 見 る に 大 多 は 其 の 原 枝 ミ の 連 に し て 肺 の 中 心 部 , ACH 
肺 等 に 位置 する も の で あめ, LS AR AE 


TT BND 気管 よ し た も の で ある . 


= 


| 
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BE OD BES 気管 枝 に は 下 見 る こ ミ は 
稀有 で ある ぁゃ ミ 云 ひ 得 々 で あら 5. 

多く は 胞 上 皮 に 生 6 
EL TEN. 

を 推定 する の が 常 で あぁ. 

し 得 な か つた 例 も ある が , て の 例 に は 移 は 形 せ 
られ る 腺 に 最も 多い こ ミ は 言 ふ 迄 も 
形成 せら 骨 等 で ある . 
を 形成 する IT SAT SO KAT SS 

(SATE 播種 性 の も の は 殆 な い ミ へ る 

が ある 


SOB 


は 多 敷 の 肺 臓 を な し , 且つ 等 に 就 い て 病理 解 立場 か ら 
種々 の を 試み た の で あぁ が, BRM 
用 な ら ざ る を 思ひ , 
THAMIAD Su. AMA OVE ROT 


DD. 


AK 


% 
es 
2 
_ 
Ag 
r 
F 
を 
1. 


WE 39 例 Bit 12 例 
30 例 ng 12 例 
(ie ifn) 3 例 喉頭 異物 感 ! 例 
7 ffi a 身 3 Bil 
& OD 5 例 及び 顔面 12 例 
33 fl] F il 
% OY 3 Bl 全身 又は 一 部 ) i} fil 
Ye 24 例 Au 16 Al 


gay 
中 PAS PES) 


2 

上 肢 の 疫 靖 1 fil 腫 大 を 認め た る も の 13 例 


を 早 し た も の は 33 PM CHOD, MOMS PAW OD St AED 

め た も の は 29 例 に 及ぶ . LS S DUST 1 ZEW. 
ミ 思 は れる も の で ある が , 他 に そ 


3 


NSS MRSS. HO 4 LOCH DS. 
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100 MA CREW. 

LISS FIR UTES OT CHA. 

て 不明 確 な る 場合 も 2, 3 HD. 
する 種類 の も の , ROP A SARE > 
れ た の で ある . 

此 等 の 事 り 参 する に 診断 上 重要 な る ぁ は 第 一 に は レン トゲ ダン 
検査 を な すこ ミ で れ は に 必要 で ある . “KISS EO MB ET 
注意 深く れ を 行 へ ば ご 診断 の 重要 な る ぁ る 才 な ぁ ベ べき 所 が 得 ら れ 
ぁ も の ミ 思 は れろ. 

HOMANN 及び EPSTEIN 等 は その 症候 論 的 偵 値 を 喜 定 する も 余 の 資料 に よ 
SMBS 6, BAN MIE 22 FEO ED HR. 

リー 血液 を する る こ ミ は Lipscuitz も 彼 の 41 
1 例 験 し た だ け で あつ た . TER ENG 
れ た 程 多 く は な く つて 稀有 で あめ , SU. 

中 に 腫瘍 細胞 が せら れる こ ミ も 往々 ある 
も 特有 の も の ミ は は れ な い . STAEHELIN OPEC R 
果 が 現 は れ て の ゐる. 

Deist は 物 中 に 肪 細胞 及び 腫瘍 細胞 か し た の は 17 
例 中 1 例 も な く , 何等 の 特有 な も の が な い ミ 云 ひ , ZICML Lenhartz は 管 
て し た 細胞 ゃ 物 中 に 明 する は 気管 枝 に 特有 で ある ミ 
Tan. 余 は 此 れ 程 要 の も の ミ は へ な いけ れ 6 
ミ 此 な 細胞 する る こ ミ は 甚だ 多い ミ は 思 は れ な い が 無 る こ 


2 
i 
; 
3 
2 
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Bi LTz. 


FEL OPE CC Ke BTA 

DRS 6214 SHOTS (Homann) が ある が 


RO MAE KD TD > DAMES D> SB 
CARO DS AB Ut. 
DIE, 

BAMBERGER が 指摘 し て ゐる が 余 は 1 例 を 次 見 し た ヾ け で あつ た GSS 例 ). 
此 れ は 他 の 肺 工 心 帳 等 の 慢性 疾患 の 合併 症 ミ し て 起り 得々 も の で , 此 の 症候 


WE? LORCA SD, SEO END» 
調査 結果 ( 39 例 に 就 い て ) も 全く 之 れ ミ 同 様 で ゎぁ つた . 

Cy We RE AAEM, 


13 

va, 


TY BRO A 7 fale (19 Bil) 
Ar 3 例 


fe ER 
! 例 


(全身 浮腫 1 例 ) 
最初 熱 以 て し た ミ 見 へ る が ある が , れ 二 次 的 病 
LIL D TH A. 
SR HARD, 此 れ 他 の 疾患 
WCAHOT MiP TIER し て は 除外 せら る 可 き も の で ある . 


(s 
(4 


1 例 ( 20/1931) 


WATS ty I 例 ( 58/1927) 
OD 1 (164 /1920) 
I 例 (274 /1915) 


56 
as 
is 
ag 
al 
a 
4 3 
> 
3 
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if HE: 1 例 (115/1926) 
"anf, 大 前 頭 葉 fail ( 98/1929) 

報告 が ある 
之 れ を 現 は し た も の は 併 し 余 の 材料 で は 少な く 1 例 し か な い . ARO IC E 
ISERSLTHR AS HR. 
余 の 材料 で は 

最初 の 病 期 に レン トゲ > ン 検 査 を 行く は れ た も の が な いけ れ ご も 選 れ が 行 は れ 

最初 に 現 は る SENDTHOT, 何れ も れ の み で は 原 
Ar ONE AL SPEER SO, 推定 せら 
れる に 過ぎ な い MS ATEN KD 5 
LCS ODE CdD. SIEGMUND 及び STEINTHAL (4 
U, 診断 を つ た 例 を 報 し て ゐる (SIMPSON). 
9 7 SALE O CHO. HERR 
は 少な く な いこ ミ こ ・ ゝ され る が , 
な りこ ミ STAEHELIN EN 22, BRAS 
多数 で は な く WA PRG 
2. 
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2. 記載 明か な る 56 PIP CHIBOR 3 11 ARR S 

D. 他 の 報告 者 の 字 ミ 致す ぁ . Zire KART AML. 


| 
[SWRA 
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 


第 3 項 RROD 

次 に 臣 称 的 診断 は 如何 な る ぁ 程 度 の 正確 さ を 有 する も の な ぁゃ る か を な 調査 し た . 
よ り 診 百 中 の 正確 度 を 示す こ ミ は 期待 せら れ な い の は 
Ze すか を 和 制 断 する こ ミ が 出來 
死 亡者 が 解剖 せら れ ざ る 限り , DIO 
査 し お く こ ミ が 必要 ミ 信 ずる . 

肺 了 の 診断 の 度 に し て 記載 せら れ た る よれ ば , 
可 で 従 つて 診断 に よ つ て 統計 を 試み る 時 は 其 大 な 生 
する こ ミ は 現在 で は に 避け DAB BINGE 
に 於 ける 材料 の み に 就 いて き へ 此 の 如く で ある か ら 一 般 の 場合 に は 思 生 に 過 


3»: 
SCHMOLLER KY 
SALZ, CRAMER 及び COTTIN 80 % E 


LUBARSCH (458 例 に 就 い て ) 50 1:1 AR ERE 


R 
Ae 
} | 
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ZALKA ( 80 に い て ) 26% OD 
SCHONHERR (90 例 に 就 い て ) 37 % 4; 
及び SACHS| KIKUTH 
(Basel) (Hamburg) 
膜 腫瘍 で 肺 に 形成 わり ょ 診断 され な た 
他 の 疾患 と 診断 せら れ 例 51 , 55 „ 


いこ ミ が 明 で ある 

東大 病理 に 於 て 解剖 せら れ た る 材料 に い て が 調査 し た 結果 は 
に 示す が 如く で ある . 印 ち 肺 識 癌 弧 敷 93 例 中 記載 不備 の 例 を 除外 せる 87 
例 に 就 い て 


原 性 の 診断 せら れ た 例 50.1 2 
診断 正常 な る 例 10.3 2% 


2,5% 

18.4% 

E AED 17.3 % 

に 精 し く 輝 べ よ う ・ 

な る 一 る 可 き こ ミ を べ た が , & O BA 
LT SD? PROBST に よれ ば 
原 の 正確 に 診断 せら れ た 例 は 


Shr 


D . 
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や あ つて, 
更に . れ を 詳 すれ ば の 様 で る (第 17 表 ). 
第 17 # 


| 
| 正確 な 例 
1906-1916 | 2 1-22 | 5(25%) 6 5 4 
1917-1922 | 20 | 23-48 | 6(30,,) 3 3 8 
1923-195 | 25 | 49 13(52 „) 3 6 3 


第 18 OT (JuNGHANS 氏 に ょ よる) 


a | mm | 比率 (%) 
PASSLER | Breslau 1881-1894 | 100.0 
v. ZALKA | Pest 1919-1921 3.8 
Kikuru | Hamburg 1923 69.5 
STÄHELIN | Basel 1924 | 65.0 
SCHONHERR Chemnitz 1925—1927 63.0 
Simpson | London 1907—1927 47.5 
Bırz | Jena 1910 —1919 31.3 
FERENCZY u. MATOLCSY { Wien 1896-1900 95.0 

” | 1917—1925 71.6 
” | = 1925 50.0 
LipscHitz | Zwikau 1922 100.0 

1925 75.0 

| 1928 18.7 
JUNGHANS 1 Dresden 19081912 90.0 

|» 1928— 1929 52.0 


Basel (2 % STAEHELIN OM IE LOT 


--50 


Be: 
. 
: 
? N 
2 
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“el, 前 生 は 1918 4RREO) 44 例 , 後生 は 1919-1932 年 の 49 例 ミ する . 
YES SISO Clk 48 SRACHL, 後者 で は 61.2 ST 
COS CH 2. 

([). 1887—1904  1—14( 6 6 50% 


(I). 1905—1914 15—33 (18 例 ) 7 例 39 % 
(M). 1915—1924  34-—57(21 例 ) „, 57.1% 
(IV). 1925—1932 58 一 98(36  „, 21 58.38 % 
に 同期 間 肉 に て 診断 を 全く つ て ゐ た 例 は 
た (41.7 %) (I). 9/18(53. %) 

(M). 7/24(26.6 %) (IV). 11/36 (30.5 9) 


で あつ て , 減少 を 見 せ で は な い が 後 生 は 前 生 比 し て 成績 が 


HS ゝ み に 就 いて 調査 する ミ 最 近 10 OM 
中 診断 正確 で ゎ あつ た も の は 83 で ある . 

比較 する も 決し て 不 成 績 で は な く , HO CHM: ALS MID TTD HH 
>. 現在 の 短 態 で は 先 づ 最も 優良 な 成績 の 部 に 属す る . 

之 れ を 細 別 する ミ , 


1923 年 1 例 Nr. 61, 100 7 
1924 1 fil Nr. 62, 100 % 
1925 3 Bil Nr. 68, 64, 65 100 % 25 
1926 3 Pl Nr. 68, 69, 70 75 % 
1927 3 例 Nr, 7217374 175% 
1928 Nr. 77,78 67 % 
1929 3 fil Nr. 80,81, 82 15% 
1930 — — 81.3 % 
1931 6 fal Nr. 85,86,87,89,90, 92 100 70 \ 


1932 2 Bi Nr. 95, 96 100 % 


= . 
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間 内 に , 肺 で あつ て , 生存 中 に 診断 せら れ な か つた の は , 
1923—1927 19 7.7% 1928—1932 2 例 12.5 % 
即ち 最近 10 年 間 を 通じ て 誤診 せら れ て ゐ た の は 僅 に 10.3 (LHF EW. 

MEA 1922 年 以前 に ける 成績 を 々 ミ 到 現今 の を それに 及ば な か つた 
2. 
第 19 表 臨 称 的 診断 の 正確 度 


1887—1912 年 | 計 | 1913 年 一 1922 年 
正確 に 診断 せら れ た る 例 
%1,45 9, 10, | 10 例 | 第 35,37,38,41,43,44| 10 pi 
18, 21, 24,31,33 | (43.5%) 49, 51, 55, 59 (55.526 


es 2, 6 17 3 例 第 34, 57, 60 3 A 
(13.0%) | (16.7 72) 


Rees nt 


第 8,11,13, 14, 15, 10 例 | 第 39, 40, 52, 54 > 例 
20, 22, 23, 25,29 | (43,5% 56 (27.876) 


ASPET THUN OTD A FeV CHAS 全 例 を 通じ て 


= S 50 例 (63.8 26) 157 例 
BE GEIS S) 診断 され た 例 例 (8.9 72-270) 
肺 臓 腫瘍 を 知り 得 な か つた 例 22 例 (27.8 %) 


ち 附属 以外 か ら 送ら れ た 材料 を 合算 し た 場合 より も 良 い 成 績 
MUTAS. 
LC CME CAH (HS 20 表 ). 
第 20 表 


| 1923-1932 


| 
| 
| 


| 1889-1912 | 1913-1922 


正確 に 診断 せら れ た 例 | 43.59% 55.5% 
WE | 13.0% 16.7% 
談 診 すら 5 られ た 例 | 43.5% 27 8% 


2 
A 
d 
78.9% 
2.67% 
2 
| 18.5% 
4 
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此 れ に つ て 診断 が 時 ミ 共 に 

TEN LORCA DD, れ が 腫 一 般 の 傾向 で ある ぁ る な ら ば 
其 の に 腫 に る 比率 次 第 に 高まる 管 は な い . 
他 の に 圭 る 診断 の 此 に 著しい も の ミ は 想像 し 難い 所 で 
(第 21 

21 診断 し 得 ら れ な か つた の 百 分 (JUNGHaNs 2) 


st Im m 比率 
NoBILING Miinchen | 1908—1909 | 9.3 
RITTERSHAUS Bonn | 1890-1904 | 10.9 
BasHFORD Londen | - | 16.0 
LEx Heiderberg | 1895—1907 | 17.7 
HOFFMANN Kiel 1873— 1901 | 19.6 
Buz Jena 1910-1919 | 20.0 
Rupay Koloszwar | 1870-1905 | 20-25 
Lex Heiderberg 1882-1894 | 21.1 
RIECHELMANN Berlin 1895—-1901 | 21.9 
JANUSS Lemberg 1904—1920 | 31.1 
LUBARSCH (Fiir krebs d. inneren Organe) | 32.0 


NCHA. 

20 年 程 以前 の 如く 績 で な く な つた の は Röntgen 
HS TBAT CHS. Sachs, 
DYNKIN, STAEHELIN 及び KIKUTH “O## T ANT 
居る 


ー20 Zo VS IMS US OWI O TS O 

LULARSCH は 1921 年 及び 1922 
避け られ な いこ ミ を し 得 た , S 
TE, 其 の 頻度 は 的 診断 に 従 つ て な きれ た 統計 で は が ら 到 族 
に 知る こ ミ は 困難 ミ 云 は ざる を 得 な い . 

第 ま 項 

ML, (上 に 放射 する 痛 を 件 ふ こ 
ミ が 多 い ), HIDEO LIS A, 
CH CH A OFE MD 

られ , TF OAK D A IL CH 更に レ 
ント ゲン 検査 が な され た 場合 に は 境界 明か な る ぁ が 認め られ て み ゐ 
%. し 液 の に 腫瘍 の 陰影 の 見 えな い 場 合 も ある (第 86 Pil). 
が 無 管 に 増 殆 す る こ ミ な さく, 肺 に も 著しい 殆 な さ ず まし て 膜 に 
て みる ゃ 場合 に は 結 な さ な い に 看過 せら れる ここ が あ る (第 96 PM). 

筐 管 枝 鏡 検査 を 行 は くれ た 例 は な いか ら , 此 れ に 就 い て は 何 も 云 ふ 々 こ ミ は 出 
KDD, 気管 枝 窒 の 診断 味 に 早期 診断 に は 必要 な 方 法 ミ 想 は れる . 

する 者 も ある . ROVE MMA 

し 得 ら れる 管 で ある が 余 の 材料 で は 之 れ が 譜 明 せら れ た 例 は な か つた . B 
SEEN し 得々 ぁ こ ミ は 少な い の で あら 5. 従 つ て 其 の 有無 を 以 て 腫 


3 
: 
4 a 
‘ 
: 
3 
i ご 
23 


瘍 の 有無 を 云々 する に は 有力 な る 手段 ミ は 思 は れ な い . 

MIE O, 誤診 せしめ る 場合 が 少く な いこ ミ は 注意 し な けれ ば な ら な い . 

レン トゲ ン 検 査 が 本 の 診断 に 極め て 必要 で ある ぁ る こ ミ は 周知 の 如く で ある 
が か が, 六 腫 の 増 殆 の 型 が 多種 多様 で わあ る 候 め に 必ず し も 定型 的 の 像 を 生ずる も 
の で は な いこ ミ を な 注意 する 要 が ある . 

は 知り 得 な い が , 最初 に 注意 せら れ て か 6 の 経過 や 調査 する ミ 3 ヶ月 か ら 
53 TH 11 ヶ月 位 で ある . 

60 一 70 IME S TH D 
その 成績 は 著しく 良好 ミ な つて る ゐる ( 約 80 %). NER = 
比較 し て も 決し て つ て は ゐ な い S 750 HD 
こ ミ は 外 共に ー に し て THIS LDA 
の 項 参 照 ) 肺 臓 の 主要 な る 一 な さ な け れ ば な ら な い ミ へ 
ぁ も の で 


BK ADE K 2. 
第 1 園 Nr. 78(Protkoll.-Nr. 117, 1928) 
右 肺 上 葉 癌 . ERE OR 
YT. 腫瘍 組織 
BL 凝 血 塊 
第 2 園 Nr. 79(Protokoll-Nr. 135, 1928) 


な つて ゐる, 
T. 腫 
L.O.L. 左 肺 上 葉 上 部 の 一 部 分 
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| 
附 記 


AS. 及び A.S^. 

38 3 fel Nr. 80(Protokoll-Nr. 98, 1929) 
T. mM 
Kav. 
S, RER 

OS 4 [i] Nr. 98(Protokull-Nr. 157, 1932) 
B. 
M. 
G. HELPER 

第 5 Eg Nr. 90 (Protokoll-Nr. 212, 1932) 
D 
G. 

4 6 fal Nr. 91(Protokoil-Nr. 234, 1932) 
LL. 
R.L. 


Schw. 2 

Nr. 95(Protokoll-Nr. 132, 1932) 

8 Nr. 95(Protekoll-Nr. 132, 1932) 

9 Nr. (Protokoll-Nr. 115, 

第 10 til’ Nr. (Protokoil-Nr. im. 1928) 

4 11 fil Nr. (Protokoll-Nr. 156, 1930, 

= 12 fal Nr. (Pro'koll-Nr. 174, 1929) 
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第 13 岡 Nr. 83 (Protokoll-Nr. 198, 1929) 
第 14 [iil Nr. 85 (Protokoll-Nr. 20, 1931) 
第 15 剛 Nr. 85 (Protokoll-Nr. 20, 1931) 
細胞 原形 質 少 な く , 細 民 し , WM tbe 
第 16 [il Nr. 86 (Protokoll-Nr. 78, 1931) 
第 17 [sil Nr. 87 (Protokoll-Nr. 113, 1931) 
i$ 18 fil Nr. 88 (Protokoll-Nr. 140, 1931) 
48 19 fil Nr. 89 (Protokoll-Nr. 157, 1931) 
第 20 [il Nr. 90 (Protokoll-Nr. 212, 1931) 
4% 21 [ül Nr. 91 (Protokoll-Nr. 234, 1931) 
第 22 fal Nr. 92 (Protokoll-Nr. 237, 1931) 
23 Nr. 98 (Protokoll-Nr. 9, 1932) 
第 24 [al Nr, 94 (Someya, YOKUFUEN) 


4 25 [sl Nr. 95 (Protokoll-Nr. 152, 1932) 


iS 26 [i] Nr. 96 (Protokoll-Nr. 136, 1932) 


| 


27 Bal 


第 28 


第 29 fal 


第 30 


Nr. 97 (Protokoll-Nr. 194, 1932) 


O 5 2 > 


Nr. 73 (Protokoll-Nr. 77, 1927 


ョ ャ セット 様 物 形 成 あ り 。 


Nr. 72 (Protokoll-Nr. 76, 1927) 


O — 
非 定型 的 で は わる が 腺 冶 


Nr. 95 (Protokoll-Nr. 


oo” 
uy 
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Tafel 1 
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Gr. I. (69) Gr. I. (69) Gr. I. (70 
Nr. 115. 1926 Nr. 115. 1926 Nr. 120. 1926 


Tr 


Gr. I. (76) 
Nr. 80. 


1928 


1928 


r 
Gr LE (77) Gr I. (78) 
Nr. 110. 1928 Nr. 117. 1928 


Gr. I. (76) 
Nr. 80. 1928 


T. Suzuki, Lungenkrebs. 
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Tafel II 


Gr. 1. (92) Nr. 237. 1931 


\\ 


Gr. II. (82) Nr. 174. 1929 


Gr. II (87) Nr. 113. 1931 


T. Suzuki, Lungenkrebs. 


Gr. II. (68) 


Gr. 1I. (83) 


Nr. 99. 1926 


Nr. 190. 1929 


Interst- Pn + 


Gr IL. (91) 
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Nr. 234 1931 


Gr. I. 


Gr. Il. 


Gr. Ill 
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Nr. 78. 191 


Nr. 76. 1927 
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Tafel IV 


Nr. 212. 198 


Gr. IV. (98 


Nr. 12 


. 1932 


ot 


1932 


Gr. IV. (96) 
BR. 


Nr. 136. 1932 
肺 
T. Suzuki, Lungenkrebs. 


Gr. IV. (95 


Nr. 132. 1932 


ro" 


Nr. 194. 19 
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Tafel V 


Suzuki, Lungenkreb 


| 第 1 ia 
第 2 [isl 
A.S 
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L.o.L. = 
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Tafel VI 
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Tafel VII 
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T. Suzuki, Lungenkrebs. 


THE 24TH SCIENTIFIC MEETING OF THE JAPANESE 
SOCIETY OF CANCER RESEARCH, 
APRIL 1932, NAGOYA. 


List of papers with summary. 


(The 24th scientific meeting of the Japanese Society of Cancer 
Research was held in joint session with the 23rd general meeting 
of the Japanese Pathological Society. Since all the papers commu- 
nicated at the meeting are published in full in the Transactions of 
the Japanese Pathological Society for 1932, only a list of the papers, 
with brief summary, will be given in the following lines. — Editor.) 

1. Statistical observations on the cancer morbidity in Japan. 
KoOICHI ICHIKAWA (Sapporo). 

2. On a case of meningeal endothelioma. TERUMARU KOJIMA 
(Niigata). A meningeal endothelioma in a woman 45 years old is 
reported. 

3. A case of retroperitoneal endothelioma with extensive 
metastasis. SHICHIRO Hosono (Niigata). A report on an endo- 
thelioma in a 4 year old boy, with metastases in regional lymph- 
nodes, liver, pelvic bones, skull and lungs. 

4. On tumors developed in the oral cavity showing histologi- 
cal features of endothelioma-like tumors. TETSUJI KIMURA (Tokyo). 
Four cases are considered. Three of these are histologically identi- 
eal with the so-called endothelioma-like mixed tumor of the parotid 
gland, and suggest the idea that the tumors are due to hetero- 
topical growth of the parotid tissues, which would have, in their 
natural location, given rise to mixed parotid tumors. 

5. Comparative study of the fibres in the interstitium of 
endothelioma, carcinoma, and sarcoma. SHUNZO YAMASAKI and 
YosHıo IzuMı (Osaka). Observations are described which lead the 
authors to conclude that the interstitial tissues are generally 


peculiar to carcinoma, sarcoma, and endothelioma, and that the 


elastic fibres might serve as a diagnostic feature for endothelioma. 


= 


7. On the primary lung cancer. Second report. TETSUO SUZUKI 
(Tokyo). Investigations of many pertinent autopsy cases leading 
to the conclusion that there is an intimate causal relation between 
lung cancer and lung tuberculosis. 

8. A further case of brain tumor resembling LINDAU’s disease. 
SHIGERU MATSUOKA (Sendai). A brain tumor which, in spite of 
its general resemblance to LINDAU’s disease, proved to be glioma, 
and not angioma, is described and discussed. 

9. Ona rare gigantic chordoma of the base of the skull. 
TAMOTSU YAMADA (Fukuoka). Description is given of a very large 
tumor, which, from its location and from macro- and mieroscop!:cal 
characters, is diagnosed as chordoma. The author believes that 
the tumor developed out of the chordal rudiment of synchondrosis 
spheno-occopitalis. 

10. Studies of the cutaneous horn. YoIcHI Hotta (Nagoya). 
Three cases of cutaneous horn in men are considered, one of these 
being studied microscopically. Histological features are compared 
with experimental tar cancer in rabbits. 

11. Studies of atheroma. MANJIRO OHTSUKI (Dairen). It is 
pointed out, contrary to the general impression that the athero- 
mata are very divergent as to their anatomical and _ histological 
characters. A classification of atheromata is offered on the basis 
of the author’s findings. 

12. Histological changes in the dental tissue due to the in- 
vasion by tumor growth. MASASHI MASAKI! (Tokyo). Various 
retrogressive changes in dental tissues invaded by tumors are pro- 
bably due to the pressure from the growing tumor as well as to 
the injurious action of the tumor itself. 

13. Studies on the transplantation of the germinal cells of 
the tooth. SHIRO KoKUBUN (Tokyo). The germinal cells of the 
tooth of a rat were successfully transplanted into the brain of 
other rats. Various observations incidental to this experiment are 


given. 
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14. On the formation of rosette observed in tissue culture of 
chick embryo brain. Yozo Furuta (Kyoto). A repetition and 
confirmation of Freifeld and Ginsburg’s experiments, showing that 
the addition of anilin in plasma brings about the rosette formation 
in the tissue culture of the brain of chick embryo. 

15. Studies in the experimental production of pleural epithe- 
lioma. Second report. SHU UNo (Kyoto). Through the introduction 
into the pleural cavity of coal tar the author believes to have in- 
duced a carcinoma of the epithelium covering the pleural cavity. 
The experimentally produced carcinoma formed metastases in various 
other organs and tissues. 

16. Histo-pathological investigations usinz amido-azo-toluol. 
Second report. Further observations on the epithelial metaplasia 
of the thyroid gland of guinea pigs and feeding experiments with 
rats. TOMIZO YOSHIDA (Tokyo). After at least 8 weeks of treat- 
ment with amido-azo-toluol, guinea pigs show metaplastic changes 
in the follicular epithelium of the thyroid gland. By feeding 
amido-azo-toluol to rats a striking enlargement of thyroid gland 
was produced in rats. Histological character of the enlarged thyroid 
closely resembled that of the Basedow thyroid. The rats fed with 
amido-azo-toluol also showed a remarkable change in the liver, 
which suggested a fair analogy to the histological changes leading 
to the development of LAENNEC’s liver cirrhosis. 

17. Experimental sarcoma production with tomatoes. TACHIO 
ISHIKAWA (Kyoto). Repetition of Askanazy-Bellow’s experiments 
of implanting tomatoes into rats. Only foreign-body granulomata 


were produced. 

18. On the question of the unity of endothelioma based on 
transplantation experiments. Third communication on a transplan- 
table endothelioma of the dog. KINEO IMAMAKI (Niigata). Contrary 
to the present idea that endothelioma constitutes a group of com- 
plex types of tumors, the author contends that endothelioma forms 


an independent and naturally uniform tumor group. Various ob- 
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servations on a dog endothelioma are described and discussed in 
connection with this latter view. 

19. The relationship between the causative agents of malig- 
nant tumors and the reticulo-endothelial system, with special refe- 
rence to the etiology of malignant neoplasms. SHOSAI MATSUZAWA 
(Nagoya). On the basis of some observations on two human tumors 
and on transplantation experiments with a rabbit carcinoma, the 
author tries to show that tumor metastasis can take place without 
the actual cell transportation. 

20. Heterotransplantation of chicken sarcoma into sparrows. 
Taro SonoDA (Kyoto). Experiments are reported showing that 
chicken sarcoma was maintained in the muscle and in _ peritoneal 
cavity of young sparrows for 7 generations and 5 generations of 
transplantation respectively. The author believes that the chicken 
sarcoma tissue is capable of growing for a time in the body of 
sparrow, without becoming permanently adopted to the hetero- 
plastic soil. 

21. Tumor producing properties of the blood of chicken and 
duck bearing sarcoma. Kaoru IiDA (Kyoto). Repetition of well 
known experiments demonstrating that the blood of sarcoma bear- 
ing chicken or duck contains the sarcoma transmitting agent. 

22. Studies of chicken sarcoma. 18th report. FUKUZO OH- 
SHIMA and SHOJI TOMOZAWA (Nagoya). The first part of this report 
consists of a summary of histological study on 707 cases of sponta- 
neous tumors in chickens. In the second part are given descriptions 
of what the authors consider hamartoma or choristoma found in 
chickens hatched from eggs laid by hens bearing transplanted 
chicken sarcoma. 

23. On the active immunity in fowl sarcoma. NOBORU ISHI- 
MoDA (Tokyo). Serum of chicken immunized with boiled chicken 
sarcoma tissve reduces the sarcoma producing action of fresh sar- 
coma material when the two are mixed in a test tube and incubated. 
This inhibiting action is manifested by normal chicken serum, sterile 


4 
- 
’ 
| 
4 
て 
. 
» 


73 


distilled water and also by serum of chicken immunized with boiled 
chicken muscle, but not so strongly as shown by the anti-sarcoma 
serum. 

24. Experimental contribution concerning transplantable chi- 
cken sarcoma (Experiments with charcoal pieces and cocoons). 
AKIRA FUJINAMI and TARO SONODA (Kyoto). Further evidence is 
presented to show that the causative agent of chicken sarcoma is 
not confined to the tumor itself but is distrubuted over the entire 
body of the tumor bearing chicken. It is also demonstrated that 
the sarcoma agent in a piece of fresh sarcoma tissue can pass 
through layers of cotton and cocoon and causes tumor formation 
around these substances when implanted to susceptible chickens. 

25. Lowering of the surface tension of the blood plasma of 
sarcoma bearing chickens. SUNAO KANEKO (Nagasaki). Two strains 
of transplantable chicken sarcomata were used. The observed 
lowering of the surface tension of the blood plasma is attributed 
to some toxic substance produced by the growing sarcoma. 

26. Cataphoresis experiments on the filterable agent of Rous 
chicken sarcoma. HISASHI NAKAJIMA and WARO NAKAHARA (Tokyo). 
By means of cataphoresis experiments over the range of hydrogen 
ion concentration extending from pH 3.5 to pH 9, the authors 
determined that the sarcoma agent carries a negative electrical 
charge. However, isoelectric point of either the agent or associated 
tissue protein was not discovered. 

27. Further studies on rabbit sarcoma. SHOJI TOMOZAWA 
(Nagoya). Sixteen pregnant rabbits were implanted with trans- 
plantable rabbit sarcoma and observations were made on the litters. 
No tumor developed in any of the litters, which showed slower 


growth than controls and also hyrertrophy of lymphoid follicles. 


28. Determination of hydrogen ion concentration of the blood 
of sarcoma bearing rabbits. YOSHITOMO FUJIMAKI, KUNITARO ARI- 
MOTD, RISEI Nomura, TETSUJI KIMURA, and IWATA TANI (Tokyo). 
Determinations of pH carried out by the authors showed that the 
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alkalinity of the blood of sarcoma bearing rabbits gradually in- 
creases generally hand in hand with the growth of the implanted 
sarcoma, and that sometimes a sudden lowering cf pH occurs 
shortly before the death of the animal. These data are reported 
simply as obtained, and the authors attempted no theoretical ex- 
planation. 

29. Effect of calcium chloride, vigantol and parathormone 
on the ealeium content of hlocd serum of rabbits bearing trans- 
planted sarcoma. S. E. RHEE and C. H. Kim (Seoul). Action of 
substances known to affect the blood calcium of normal animals has 
been investigated as to the tumor bearing animals. It was found 
that the serum calcium increases more markedly in sarcoma bearing 
rabbits than in normal rabbits after an injection of ealeium chloride 
solution or of vigantol. Also, the increase lasted longer in sarcoma 
bearing rabbits than in the normal. Parathormone did not affect 
sarcoma bearing and non-sercoma tearing rabbits differently. 

30. Studies on the relation between the internal secretion and 
the calcium content of the blood, being an investigation on the 
constitutional peculiarity of tumor bearing animals. KENTARO 
SUZUKI (Kumamoto'. The calcium content of the blood and cale:um 
tolerance of sarcoma bearing rabbits are not different from those 
of normal rabbits. But sarcoma tearing rabbits are more sensitive 
to injections of various hor: ones and react with more marked 
decrease of blood calcium than do normal rabbits. Thyroxin ‘s 
exceptional in that its injection produces no increase in blood 
caleium of sarcoma bearing rabbits, while inducing a striking in- 
crease in normal rabbits, 

31. Influence of diets on the growth of implanted tumors. 
MATSUTARO HIROKAWA (Tokyo). Mice were fed on rice dough, 
wheat bread, and ‘‘fu’’, a kind of eracknel made of gluten, and 
were implanted with mouse carcinoma. There was an apparent 
inhibition of tumor growth and of bedy growth in mice fed on 


fu 
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32. Studies on the influence of amino acids upon the meta- 
bolism of tumor tissue. SADANOBU MIyAo (Kumamoto). Tissue 
respiration and glycolysis were measured by WARBURG’s method. 
The results showed that alanine, leueine and tryptophane inhibited 
glycolysis of rabbit sarcoma. Cystine inereased glycolysis of tumor 
tissue, while tyrosine had no influence of any kind. Tissue respira- 
tion was not affected by alanine or leucine, not affected or slightly 
inhibited by tryptophane, ani was increased by cystine and tyrosin. 
Tissue respiration of all the normal organs was increased by amino 
acids. 

33. Relationship between implanted heterologous tumors and 
the activity of eosinophilic leucocytes. MUNEO ARIMA (Tokyo). 
Blood counts and histological study are presented to support the 
view that the activity of eosinophilic leucocytes has something to 
do with the failure of heteroplastie tumor grafting. 

34. On urine and serum investigated from the standpoint of 
our spectrographic pathology. ZEN KAWAKAMI, HIKARU YOSANO, 
JIRO HAMANO, OSAMU OKADA, and ToRAO YOKOYAMA (Tokyo). The 
results of spectrographical examination of 208 samples of human 
urine, 37 samples of various sera, extracts of 4 different kinds of 
bacteria, and 8 samples of ‘‘ sake ’’(Japanese rice wine) are reported. 
This paper is of a preliminary nature and nothing definite is sug- 


r 


gested except the term ‘ speetrographical pathology '”. 


76 


ER 


1. BAR 


(原稿 不 提 出 ) 

Fy CDAD BA し 大 い に 理 論 
る 所 に し て 勿論 基 の 根本 理論 は せら る 可 き BR 
Fin, UA, SRO 5 LT: 所 な る 
ZUEENO 周 園 と 演 名 湖 と 比 す れ ば 。 演 名 湖 は 
し , 名 古屋 に 於 て も FT 
く し て 熱田 より 西 の 低温 の 地 に 多く , 延 い て 一 般 に 岐阜 大 垣 等 も 
MD RIS く 奈 長 は 日 本 第 一 な り と 
く 増 加 せ る は 上 に 於 て 上 地 な る こ ょ が 意義 有する も の な らん と ょ と す . 
CM — EA EF 

何れ に LTE SL LY RO 
こと な 喜ぶ 所 な り ょ す 。. 


膜 内 胞 腫 の 一 例 
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は 歳男 子 に 生 し た 後 腹 膜 内 皮 細 で , HT, 骨 , 頭 
就 て は 患者 が 約 生 歳 前 腰部 に 受け た る 外傷 が 誘因 ミ な つた も の で ある ぁ る ら , 


木村 哲二 

に する 腫瘍 中 其 類 腫 場 乃 胞 構 明 5 か な る 組織 像 を 
示す 腫瘍 は 主 ミ し て Plattenepithelkrebs 及び Adamantinoma な ぁ る が か , 
船 に は 所 調 内 皮 腫 丈 に Lymphangioendothelioma ミ 認 め ら る 可 き 所 見 を 示 
す 者 に 遭遇 する 事 あ め , (SIL GEA Lymphangioendothe- 
lioma が 果して に 存する 洲 管内 皮 の 違 型 増 に 依り せ 
LBM AD THA. 

Ltt, Adamantinoma 又は 他 の 種 の 腫瘍 の 定型 的 組織 像 を 示す 腫 場 を 除き 
内 皮 腫 様 像 を 認め し むる ぁゃ 腫瘍 を 特に 居 定 し て 其 組 織 像 を 詳細 に 検索 し て 見 た 
果して 此 等 の 腫 場 を 内 皮 腫 ミ 断 定 し 去る 可 き か ミ 云 ふ 問 に 人 
BLEEDS, 其 の 大 記述 更に 其 組織 生 に する 私 の 解 竹 を 
述べ さして 頂き 度 い ミ 思 ふ . 翔 に 私 が 材料 さして 選 探 し た 者 は 炊 の + 例 で あ 
2. 


| oe | meme | 大 き | 
時 て 交錯 し て お つて , S 
間 に は 極め て な る 性 結 締 織 よ り 成 ぁ 示 し 又は 成分 
時 に は 細胞 成分 の 殆 ん られ ず まし て 均質 
乃 粘 液 様 な る 間 部 も 認め られ 且つ 一 般 に 血管 は 少 い , 細胞 索 の 細 
い 部 分 は 腫瘍 細胞 不正 短 紡 叉 不正 多角 形 を 早 し 其 細胞 の 限界 は 認 
め ら る る も 必ず し も で な く , SRO A S 
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に て クロ マチ ン に 富み し 特 網 造 を 認め ざる 者 多 し . AERO) = + 
せる を 認め ら る る 所 も ある CHO 
L DD il od» Ld Endothelioma ミ 認 め ら る る 所 を 示す . 
腫 場 細胞 の く 大 き 部 分 に て は 腫瘍 細胞 は 多層 ミ な 細胞 は 大 さき 
を 増し 園 形 , 不正 多角 形 早 し 且つ 個々 の 限界 も 鮮明 
ST. か る 腺 腔 欄間 際 周 の 腫瘍 細胞 Rosetten 
配置 示し 腔 内 に は 均質 構 赤 物質 を 認 む る 事 な ら , 
NARGIS PRISE AS 一 般 に 卵 園 形 , 
角 化 も 認め られ ず . 
は 決し て な ら ず すず, 又 核 分 は 殆 ん ご 認め られ 
L, 間 質 部 の 粗 ミ な て 粘液 組織 に 認め ら る る 部 の 現 は 少 か ら 
F 珠 に 此 所 見 は 細胞 案 に 接 せ る 部 に 著 明 な ぁ る が 如 し . 
: 記 検索 各 例 の 個々 の 所 見 は 多少 の 相 ある も 大 に は 上 記 の 如き 
OE RRO ARE EICHE AK CAMO M SHB), 部 に 
て は 増生 に UC O (細胞 太 き 部 ), LC 
O AB RAYA ONKe LAMAR 2% Ang 
ioendothelioma & O Lymphangioendothelioma = 22% 
腺 の 混合 は ON D EO し て 
SHU GCAABHAY, 但 し 其 内 皮 腫 欄 像 の 部 


Chondromyxoendothelioma 
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LT EME Epithelioma ミ 認 め ら る 可 き を 至 さす る 
余 の に て も 櫻井 が て 多 の 下 腺 混 合 腫 場 の 組織 

に 非 , 唯 下 腺 腫瘍 内 に する 内 の 部 は 上 皮 の 
部 の ミ の 検索 材料 た る 4 例 の 腫瘍 の 組織 像 の だ し き 似 を 指摘 
ん ミ す る 者 な LORE Lic TR LENO 
GLAS GWE LO > ゝ 其 織 が 殆 ん 同一 な り ミ 認め ら 可 き 
た る な り . 丈 に 上 記 材 料 中 の No. 1. 及 ま は 耳 下 腺 紫 合 腫 場 の 上 i = 
殆 ん ご 同和 の 織 像 に し て No. 3 ERO 2 WE No.2 
is ARB INE (WD 3 に 類似 する 見 ある も 一 部 

他 の 3 il = LOMB Bis ois SHS, 

No. 1, 3, 4 0) 3 は 其 組 織 像 に て 耳 下 腺 腫 
瘍 の 所 調和 内 皮 腫 欄 の 部 ミ 其 形態 殆 ん hr る 所 見 を 示す 腫瘍 に し て , 余 は 
此 種 の 腫瘍 は 組織 義生 の 上 より 耳 下 腺 混合 腫瘍 の 義生 母 細 織 ミ 同 一 な る 事 を 
依る 者 に 非 す し て , 客 ろ 耳 下 腺 混合 腫瘍 組織 ミ な る ぁ る 可 き 一 成分 が 迷 芽 組織 ミ 
し て 抽 所 的 に 介在 迷 入 せる 者 より 長生 せる 者 な る 事 を 認め ん こす る 者 な り . 

IL. 

TH BY S (LAL AN & O LT Adam- 
antinoma ミ 混 同 せ られ 得 可 き 可 能 性 ある 事 な る も, Ride) Adaman- 

Fam E Basalioma = れ に 
し て も 其 組織 像 は 耳 下 腺 混 合 腫 瘍 中 の 所 調 内 皮 星 様 部 に 殆 ん ご 同様 な る 形態 
的 燈 似 を 示す 者 な る 事 を 認め し むる な り め 
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の 類似 より し て , を 耳 下 腺 混合 腫瘍 中 の 内 皮 腫 様 像 を 示す 部 ミ 
生 を 同じ くす る 事 を 共 認 し , 耳 下 腺 混合 腫瘍 ミ な る 可 き 組織 の 一 部 分 が 組織 
EYES し て 介在 し た る 者 より GA 事 を 主張 せん ミ す る 者 な 
り . (本 報告 の 詳細 な る 記載 は 雑誌 冶 に 記載 す 可 し )・ 


5 肉腫 の 間 質 繊維 の 比較 
山崎 春 三 , 泉 吉 雄 Kr) 

肉 皮 細胞 腫 は 其 細 織 像 が 複雑 に し て , SEK, 他 は 肉腫 ミ 類 似 し , 2 
な か が 診断 の 決定 に 困難 な る 場合 少な か ら ず . は 結 締 織 の 研究 か た が 
た 該 腫瘍 の 所 調 間 質 繊 維 を 検査 し , 前 者 ミ 異 な ぁ も の あぁ る を 訣 認 す ゎぁ こ ミ を な 
得 た り . 即 本 腫瘍 の 間 質 繊維 は 弾力 織 維 に し て , 上 且 此 者 は 肉腫 細胞 ミ 所 調 格 
FAKE Hb, 然 も 多少 其 に し , 例 に より て は 該 
維 は 多 存 す れ も, 例 に より て は 其 少く , 
に 存する ぁ る も の に は あら まし て , 部 分 的 に 然 も 周 園 被膜 に 無 閣 係 に 存在 する も 
の も あの 

一 般 に は 該 繊維 は 腫瘍 細胞 の 排列 抽 れ た る 慮 に 多 敷 に 存在 す . 

も 肉腫 細胞 ミ 嗜 銀 性 織 維 の 如く , 其 れ 等 細胞 間 を 縫 つ て 走行 し , MIE KOT 
TK ミ 其 網 ミ の 係 ミ 同 様 な ぁ も の も あり . TE 
排列 た る 部 に ける 細胞 を 精細 に 検査 する に, 
へ マト キシ リン 等 に 可 織 な , A AE 
ミ こ な る を 認 む べし . 即 該 繊維 は 明 に 余 は 是 等 細胞 に より て 形成 せら れ た る も 
の ミ 認 む , 従 つ て 是 等 組織 像 より 観れ ば , 腫瘍 細胞 は 該 繊維 を 形成 す ミ 認 む 
も の な のり 

人 肉 に て は 時 に 極め て な ぁ 弾力 あれ ご も 問題 る に 足る も 
の は 等 は 未だ 々 みす. 

更に 附 言 すべ き は , 余 は 肉腫 細胞 6 例 を 検 せ し も , 増田 は 12 例 を 検 し , 
余 ミ 全く 同一 結論 達 す 但 し 1 
認 む . 石倉 は 10 例 を し . 同様 に 繊維 が 其 間 質 な り ミ へ 
0. 

ED, ZUKOT, HARE, 肉腫 , 内 皮 細 胞 腫 の 間 質 は 一 般 に 特有 な め り ミ 去 ふ 
べく , 以 て 弾力 織 維 は 後者 の 診断 目標 ミ な す に 足ら ん か . 


e 
= 

7 

Be; 

a 

2 
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6 内 胞 間 質 織 て 


余 は 最近 内 被 細 胞 腫 10 PET Ze WESC Lt 
に 該 織 は 内 被 細胞 腫 に て は , 
の 態度 に 於 て 特異 な ぁ に おり. 印 ち 該 腫 瘍 に 於 て は 該 織 は 一 般 に 
腫瘍 細胞 の 周 に は その 細胞 間 に 於 て 多 に れ た が 如き 態 
し , 少し く 淡 染 し 且つ 太 き 一 科 な る 該 繊維 の 存在 を 組織 の 何れ の 部 分 に 於 て 
か 必ず 認め し め 等 附近 を する に ヵ ル ミン に 性 の 
HE OF T 2, 従 つ て 肉 被 細 胞 に 於 て 
は 弾力 織 維 は 多量 新生 せら る ゝ も の に し て 然 も 其 の 局 亡 に 於 て は 形成 細胞 よ 
0 分 化 新生 する 像 を 認 む . 

く の 如く 内 細胞 に 於 て は 形成 ミ な ぁ 有 する 胞 か 腫 
細胞 な りや 別個 の 間 細胞 りや は 興味 ある り ミ す . 

其 の 形態 より 論 $\ れ ば 肉 被 細胞 腫 を 構成 する 細胞 が 茎 に 多 形 に し て 雨 者 の 
形態 訪 的 相 異 を 以 て 直ちに 同一 種 細 胞 ミ 論 断 する こ ミ 難 事 な れ ご も , Bl 
成 細胞 腫瘍 細胞 ミ は 相似 せる 形態 を 示し , 
べき 細胞 存 し , 繊維 ミ 腫 瘍 細 脆 ミ は 極め て 密接 に 配列 し 胞 梨 内 に 細 織 維 の 多 


T 


第 二 報 


性 肺 臓 肺結核 症 Lite. 

RS れ た る 28 PIC, その 中 
21 例 は 自ら 解剖 し た も の で ある ぁ ら . 

栓 する 材料 に て 結核 の 有無 を 調査 す ぁ に 著 な の な い 場 合 
せ る 場合 に は 之 れ を する は 必ず し も 容易 で な い . 
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Do CHA. 

A CHA. 特に 上 葉 の 後 側 面 か ら 後 上 部 に 互 つ て 著しい も の で ある PHF 
肺 の 結核 ミ は が な い . 

肺 に 腫 が 姜 生 せる 場合 に 結核 症 の 失 祭 は 大 幡 三 通り に な ら な けれ ば な ら 
な い 。 

DD 

第 2 AUS HET BD. 

第 3 は 肺 に は 結核 は 見 出し 得 な く ミ も , 
往 に 於 ける 結核 症 を 推定 し 得 べ き や 訪 や . 


1. TER 1 例 も な い . 
) | 


で あつ て . 知れ も 硬度 は ら 
が く な い 

2 一 側 に 限局 す る か, 
移 , 132, 原 し た ミ られ る は な い 


右 肺 上 葉 12 例 Re i 


で あつ て , 上 葉 に は 著しく 多い (合計 20 Gi, 71%). 
司 す る も の が PAA. 


- 
f 
3 
x 
: 
= 
Bar 
| 
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肺 和 内 に 何等 の 結核 性 病 を 見 出し 得 , 
形成 な き 例 が き 例 あ る 是 等 の 例 中 問 組 織 が 肪 膜 面 に 達し て 居る も の が だ が 其 生 敷 
に 達し て 居る それ に も 拘ら 何等 成 は 行 は くれ て ゐ な い A 
いし , 又 其 の 傾向 も な か つた . 

上 記 ミ 反 腫 ミ 結核 症 ミ 
ミ 認 め ら れる る, UTHO & Te Ze 
結 締 織 間 に 性 に 入り , 

GEL, は 肪 膜 ミ 党 肺 内 の 結 締 織 化 せる 
ミ の 像 が 結核 に せら れ な けれ ば な ら な いも の が 7 
に 包含 せら れ て ゐる ML BEMIS 

{LD 5 Pile 4 PS ELH CH 2 
の で あぁ る こ ミ は 結論 し 得る ぁ が 結核 性 な りや 方 や は 不明 で ある . 残り の 一 例 は 
右 肺 下 葉 全 部 を 占め る で あぁ. Zul も ING 
も の で ある こ ミ は 明か で ある が 病因 は 不明 で ある . 

ALIS COD 5 例 に 於 て は 癌 腫 が 極め て 陳 貨 な 炎症 組織 の 産物 の 基礎 の 上 に 生 
じ た 事 を 推定 し 得々 が 病因 を 明か に し 得 な い . 

7。 を 要する に 28 D L, ACE SAL 
SL 敵 姜 生後 に 感染 し た も の で は な く , MOT 
MHD. 同様 に し て 治 
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以上 の 15 に 更に , 第 6 THEN 5 例 を 加 へ る ミ 28 20 

の 存在 する ぁ る こ ミ を 認め る ぁ . 


S 再度 Lindau 病 , 特に 其 れ に 類似 する 贈 腫 場 に 就 て 
PARTS 主任 木村 教授 ) 

昨年 余 は LINDAU 病 ち 形成 を 小 脳 血 管 を 紹介 し , 自己 の 研 
FEO 2 il CLO L LINDAU の それ に 比較 せ 0. 
Fo. 

其 後 は 一 見 LINDAU WILMA CHES 2 Ze 

ARMS 13 EDEL TREU) LINDAU 病 を 思 は し むる も 病理 解 


9 AREEI-BETZHADERT Chordom の 一 例 に 就 て 
山田 保 主任 田原 ) 
を べ た . 本 例 は 33 --OM x8.5em DKS 
に 達し て ゐ 組織 的 に は 定型 的 コル ャ ドー ム で , ISNT, 
の 徴 な く , 移 形 成 も な い , 

遺 残 より 姜 生 し た も の ミ 信 ぜ ら れる ろ る. 


0 REOWRR 

BAS, 69 56 茂男 子 右 部 , 及び 72 
に し た 角 3 第 1 例 に 組織 検索 を な し , 
更に 家 兎 耳 に テー 塗布 を 施し て , 人 工 的 角 皮 を 形成 させ て , 比較 研究 し , 
角 皮 形成 に は , 慢性 外 に 個 素因 が 係 あ し た. 


‘ 
3 
a 
. f 


1 


PANS BL L-KOD 3 る 事 を 認知 せり . LOA 

BT SLOT, 表皮 の 先天 性 迷 属す る も の 
及び 外傷 性 の 上 皮 移 植 に 基 因 する も の ミ 3 種 に 大 別 す . iii U CBRE SED 
BERN S 毛 腺 型 の 3 種 あ り て 各々 特異 の 所 見 を 有 
Ft. 

KING A 

REA SEI ea Lic 0. LILO A HES BR ST 


12 
正木 正 

場 ミ 組織 ミ の に 就 て 記載 し た 主 な ぁ も の は HOFER & 
EULER HAD. ia ARE ( 紡 舞 形 細 胞 肉 腫 , 骨肉 腫 ) の 2 例 ミ 上 顕 及 
3 RET, 後者 は 上 の 混合 腫瘍 の LAS 
VERO) 1 (5) 2 OF KERNE (Melanosarcoma maxille) の 1 例 を 検索 し た 
も の で ある . : 

(4 Bil), 肉腫 (7 例 ), Adamantinom (3 fal) 
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F.04 SALEENDT, LT Hämatoxylin- 
Eosin {eft fifi OCH A. 

Wem AD, 走 に 反し て 肉腫 の 場合 に は 侵 性 に 吸収 せら れ , 

BAS SIRT IAD, 時 ミ し て は 肉腫 の 場合 に は 腫 場 
ANDERER LAUD BEA L, 歯 組織 が 明か に 腫瘍 
化 せ る 像 が 認め られ る . 其他 の Adamantinom 
織 を 新生 し , TERN UCR ILA. 

ED AREA HOFER, EULER 等 が 云 つ て 
様 に 主 ミ し て 増 殆 の に よる 化 ミ 腫瘍 自己 の 侵害 必用 に 依 つ て 
ずる も の で あら うぅ う ミ れる . BE CH 


本 研究 は 昭和 6 年 11 月 歯科 月 報 第 11 
th. 

BSE) 組織 を 同種 脳 内 に 移植 し 
KO MSL 0. 

1. TAF LT, 

b. LES, MEN ED 

の 2 育 型 あ 示せ 

LL & OBIS RO 


2 
> 
、 
i 
? 
Ber 
j 
ER 
1 
a 
= 
[2 
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2. 移 植 組織 ミ し て の 脳 は , る 條 件 を 有する 
SOM, 歯 乳頭 の 移植 に て は . HED >in 
t. 

3. 右 の 移植 に 際 し , S, 
殆 す る も の ミ の 2 姜 育 型 あ 示せ 0 り . 

5, 歯牙 の 長生 及び オオ ドン トー ム , アダ マン チノ ー ム 人 等 の 姜 生 に は 常に 生 
理 的 必用 が 作用 する も の 如く, これ が RIBBERT の 調 , [IK 
皮下 結 締 織 の ATS IFT AP を 思 は し 
w. 

6. PE CHATS IN HSE MALASSER OD" AK) S ミ の 間 に は 何等 か の 
係 あぁ も の し . 

A Ze SLA. 


4 (FRE 
宇野 


著しく HL, で 此 の 異常 に 増 
Rit D 肪 細胞 へ テロ ロト ピー 形成 RU 腫 形成 に 達せ 順 
序 を 示せ る 多 敷 の 標本 を 得々 に 斑 れ り . 其 成 績 は 昨年 の Re Ze 
ey. 

1 例 を 得 た ぁ に よめ, EL, OA, 

第 4+ 雌性 . BAL. 2600 gr. 

昭和 5 年 9 月 7 

注射 回 . 純 ル 0.5 1% v—7 jh 1.0 cc 
AMMAR 

0.5 cc を 始め て 注射 し , Hh 
30 及び 34 A OPI Cai 0.5 cc を 2 回 し , 後 150 
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放置 せ 昭和 6 年 月 21 日 21 V— 1.00 
を 1 注射 せり . L O LOE 
eh A (SEL, 昨年 2 月 20 日 に は 3490 gr. に 達せ り . 其 後 は 
2410 gr. 昭和 6 年 5 月 20 O TI 
り 。 其 生存 日 敷 は 初回 注射 後 253 日 な 5. 

解 的 所 見 . 皮下 脂肪 組織 し く し , 
AKRE 2e BO. 

O. SAL, 脆弱 な り . 色 は 微 色 
早 す . 腫瘍 中 心 部 に は 量 の 石 ー 粉末 塊 が 包 せら れ に 少量 の 
る ちの みな ら , A ALA Bt O. OR 

瘍 の 組織 所 見 は 憲一 な ら ず まし て 其 控 取 部 位 に より て 異同 あり . RUZ HIE 
し て 逃 ぶ る ぁ に 一 見 多 形 性 細胞 肉腫 の 所 見 を 時 せる 部 分 ミ 大 多 形 性 細胞 肉腫 の 
を 早 せ る 部 分 より なり . TEEN RM 
胞 形成 し , MEO NTL A DAD O. 
Heo. fi, 之 を 詳細 に 松 す る に 一 見 多 形 成 細胞 肉腫 の 所 見 を 時 せる 部 分 に 
於 て は 著しく 増 殆 せる 折る 多 形 性 の 上 皮 細 胞 様 細胞 ミ 結 締 織 細胞 ミ が 相 混 合 
LOD LOGO. SHEZOB 
HB Ar A RO. R, 一 見 大 多 形 性 細胞 肉腫 の 所 見 
を 早 せ る 部 分 は 之 を 詳細 に 栓 する に 同様 の 多 形 性 上 皮 細 胞 様 細胞 が 共 だ 互 大 
に し て 著しく 増殖 姜 育 し , 其 間 に 極め て 少量 の 幼稚 な る 結 締 織 が 間 質 ミ な り 
て 存在 せり 0. の 多 形 性 上 細 様 細胞 は 一 般 に 肪 細胞 に 類似 


39 
て 
1 
ar 
| 
: 
iy 
a 
j 
; 
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せる も の に し て 其 形 態 が 著しく 多 形 性 ミ な り 上 且 閉 し く 増 殆 の 態度 を 示し て 乙 
OB RY ABOTB FF fa 
を 認め 得 た り 

を 要する に 本 例 に て は 被 載 側 の に 巨大 な を せ し も の 
に し て の 腫瘍 を 組織 的 に 検 す る に 其 大 部 分 が 一 見 肉腫 基 所 見 を 奥 ふ る も 之 
の 所 見 を 早 す る も の な り . MUTT, ET ER, 
横隔膜 筋 層 , 腹膜 腺 , O 


15 Amidoazotoluol (o-Toluol-azo-o-Toluidin) 2 _ 
第 二 報告 , L (Metaplasie) HR 

(1) 前 回 の 病理 に て , Amidoazotoluol の ォ レ ー フ 液 を 皮下 
注射 する 事 に 依り て , 海 独 甲 基 腺 に metaplaastisch に 扇 下 上 皮 細 胞 を 生 
じ , Lot. (Amidoazotoluol を 以 て せる 
第 1 報告 

動物 は , MCS EC, TH 2. 

24 例 で ある . 

24 例 中 11 例 が 陽性 で , 15 例 が 険 性 で ある . 

陽性 1 例 中 最も 短い 日 は 56 日 8 週間 で ある . 

週間 以下 の も の は 険 性 で あつ て , EOD 7 Pld A. 
即ち 此 の 7 例 の 管 験 に ょ よ つ て , 化 生 的 に 角 化 を 座 す に は 少く ミ も 8 週間 を 要 
する 事 は 明らか で ある KOT, 化 生 角 化 現象 に 就 て すべ きも の 
は , CEERI 8 週間 以上 の も の で な けれ ば な ら な い : dr Ad 17 例 
dd. 
此 の 17 例 中 陽性 11. 険 性 6 Cad. 


ae. 
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HOME 17 例 に 就 て , 其 の 注射 量 を 種々 な る 方 面 か ら , HepMmerk UT 
見 る ミ , 陽性 の 群 は 険 性 に 比 し て , 注射 量 が 常に 大 で ある . 此 の 比較 は , 注 
注射 し た る 8 週間 に 就 て の 8 方 面 か ら 行 つた . 

の 成績 を し て べ ミ の 如く で あろ る: 

2. FUL PIS PAVED HORE L 
II 大 で ある . CLHACBHEO MS, 常に 陽性 の 例 よ り も 小 で あぁ 
2. 

3. KOT, 或 一 定量 以上 を 注射 し て , Sl KAT る 事 が 出来 れ 
ば , 角 化 は 殆 ん さき 必然 的 に 現 は れる ミ 云 ふ 事 が 出来 る . 

次 増 殆 す る も の ゝ 如く, 1 年 間 注 射 を 持 績 し た 例 で は , iR AMIS, A 
に 連絡 する 不 規 則 な る 細胞 を 形 つ て , BAIA Ziel 
々 の 胞 に て 生じ た 上 皮 細 胞 小 集 が し て , HIMMEL, 
ati UT S SLA SS BS. 

CHS. KO, 人 類 に 
KAU AV Branchiogener Krebs に 酷似 し て 居る の で ある . 

(III) Amidoazotolual は 経 に て も 胞 上 細 胞 の 角 化 を . 
RNA 長い 日 要する ぁ る の で あぁ つて , 
241 日 1 例 に 現 は れ て 居る . 

TIS, 上 皮 細 胞 は ミ な , 重 積 し 作る 傾向 を 示 
L, コロ イド は 完全 に 性 し て , FO A. 
上 細 胞 は 此 の 高く な つた 細胞 の 間 に 現 は れ , 
Nes. 

LORRI EIS Y CHE TEE CH 2. 

(IV) 375 

57 IZ TIS, ATE Metaplasie の 現象 は 記 め られ な い が , 
AMA HD. BD 1. 細胞 は 柱 な り , 


2 
4 
- 
. 
= 
: 
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2 3204 KES 
或 は 多 敷 の basophile Kolloidschollen が 現 は れる . 
3, 毛細 血管 は 張 する . 
し く 酷 似 す る 事 に 在 る . 
S 2 ヶ月 に し て 明 に 現 は れる . (At) 
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ァ ス カナ チー の 指導 の 下 に ベ ョ ー の 行 ひ た る 富 験 の 追試 を な し た も の で , 
ぁ プチ リス 属 細 の 腹腔 内 注射 , 
少量 の 上 混 じ た 通 食 ぁ 以 て する 行 ひ , 最長 3 ヶ月 
に 互 り 検査 し た が その 結果 は 肉芽 腫 を 形成 せしめ 得 た が 眞 性 腫瘍 を 長生 させ 


今 牧 甲子 男 主任 教授 ) 


BRS 6 歳 の 犬 の 右側 下腹 部 に 藤生 し た 720 gr. に 達する 腫瘍 を 終 験 し , 

より し て , AK ORE SS EOS Lt. 


と ょ と それ は 犬 に 特有 な 生殖器 に 見 る 肉腫 の よう で ある 。 その 組織 比 生 上 私 は Retikulo- 
endoendotheliom と ょ 命名 し た も の と ょ 同一 の Endotheliom ょ 思ふ 。 それ は 移植 後 
rückbilden する と 云 は れる が それ は 生殖 器 以 外 の 組織 は わあ まり ょ くく ない 故 に それ な た な 犬 
DATE auskratzen し て 植え て 見 て 項 き た かい. 

今 牧 甲 子 男 MA, RER 
が 所 講 際 部 肺 瘍 と 同一 の 者 で は な いか ょ の 御 質問 に 替 し て は 私 は 同一 の も の に 非 ず と 

答 い た し ます 。 市 川 氏 が され た る 部 腫瘍 に て は 私 も 基 6 例 に 就 て 移 
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HE) 研究 26 RIS BRE UC KO 
有する も の で あり , POA CY ZEIT FF 
FEAL ED Makrophagen LTE) — ROR 
究 に て 内 胞 腫 の 腫瘍 細胞 が Makrophagen 2 CTE Cd 
TE LTE COUT. AL 
し く 異 に し て 居る 者 で わり LAUT 
同一 腫瘍 で は わり ませ ん , 

西部 埋 治 Endotheliom, 市 川 は Retikuloendotheliom ょ 言 は れる け 
net, 今 牧 君 の は histologisch の 稀 呼 で わり , 市 川 君 の は cytologisch の 稀 呼 で ゎ 
Jt. 結局 同一 の で わる と 考 へ られ ます Kr LO 
Endotheliom は eytologisch に は Makrophagen 腫瘍 細胞 する で ちる 
245 CME Retikuloendotheliom な る 名 用 あな か が か つた だ け で わり ます 


悪性 腫瘍 の 原因 に 就 て 


AS ELS -KOD Pill Ze JEWE RE 

Ze 施し 巨 態 細胞 は O AG 

MME DAE O. 

DICH SFE, 細 の 核分裂 に より 形成 さぁ な . 


; 
: 
= 
Er 
at 
Br. 
~ 
wg 
3 i 
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上, AK CRUE SEL AD, DIE 
成せ ミ する か は 現 さる 所 0. 

角 本 例 は 腫 場 素 が 生 部 位 に よめ 形態 異 に する を 形成 する の 
以上 例 は 興味 ある 事 に し 
腫 場 を 形成 せる 場合 に 於 て の み 譜 明る さる も , 形態 異 に せ ぁ 場合 に 於 て は 腫 
BRIE Meets LOMO SHO. 

3。 

腺 の 形態 は 時 に 崩 潰 し 全く 原形 を 失 
ひ , 皮 細胞 の 像 を せめ (上 内 皮 細 胞 腫 の 像 に 一 致 せ 0). 
4e — 一 を 子宮 粘膜 下 に 移植 せ し に , 前 者 の 
例 に て 肺 に 腺腫 の 像 を せ る 硬 結 を 作り , OL 
— 7 切片 を 製作 する に 腺 腺腫 の 
Ree 

TO D 2, 腺 組 織 な き 部 に 於 て は 局 の 
皮 細 胞 刺 て 腫瘍 を 形成 し 全く 形態 異 に せる 腫瘍 を 形成 す . 然 れ 
て の み 和 形成 さぁ る る ぁ に あら まし て , 細胞 に 含有 さる る 堪 素 の 輸送 に よめ 形成 る 
る ちる も の な る ぁ る を 立 謀 す . 

以上 3 例 の 管 験 まり 次 の 如く 結論 す . 

(4 ) 腫 場 細 胞 の 力 送 に より 原 閥 腫瘍 ミ 同 じ 形 態 の 腫 場 を 形成 す . 此 場 合 は 
細胞 の 生存 に よめ 分 増 殆 せ も の な り ミ す . 

(7) され た る 細胞 せ る 場合 其 腫瘍 素 は 其 部 に 於 て 
SAUD 故に 此 場 合 は 原 腫瘍 ミ 異 な る を 形 
成す る 事 あ り . 

( ハ ) AMAT ORES TUT. 此 の 場合 は 最も 
さ れ 易 き 細 胞 原 細胞 類 似せ る 細胞 組織 , 或 は 網 織 胞 に 
Bike MIE UNGER. 然し 此 の 場合 は 腫瘍 形成 の 要約 を 必要 ミ す , 殊 
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の 組織 に より 異な ぁ な り . 

2. 網 内 皮 細 胞 素 に 最も を 受け 易く し て 種々 な 形態 を ミ 
る な り . 故に 敵 腫 素 或 は 内 皮 細 胞 腫 素 は 組織 各 上 同一 の 形態 現 は す が 故 に 
Bl) AYE L. 

ALI PR AMO BEER Ae 以 て 癌 腫 , 肉腫 の 原因 ミ 同 一 する は 主 常 な ら 

3. 以上 の 管 験 より 腫 場 に は 各々 特有 の 腫瘍 素 あ わり て , FERIEN 
Ald, O SHH. 然 れき も は 腫瘍 素 中 内 

4, 以上 の 所 見 より 腫瘍 素 な ぁ も の は 徴 生 物 に 類似 せる 性 質 を 有 し , 境地 


19 BE 
園田 太郎 
家 鑑 肉腫 は 若き 稚 の 筋肉 内 及び 腹腔 内 に 移植 可能 で ゎ あつ て , 前 者 に 於 て は 
TAR, TS SAGE BHI 筋肉 内 に 移植 し た も 
TERN RT TEL, MMe 腹腔 内 移植 で は 諸 種 
TD, 移植 され た 腫瘍 は 形 に 原 腫瘍 ミ 
CCHS. ら 家 へ の 移 は 常に 陽性 で ある ゐ , 
第 2 日 に 死ん だ EDS の 再 移 も 可能 で ある. ED 移植 陰性 の 時 
に , その 物 を 移植 し て も 移植 は 不可 能 で ある . 
於 ける 移植 腫瘍 は 恐らく 原 腫 場 の し た も の で よ りす る も 
の で は な い . 


BER 


| 
RR 
a 
4 
“Seal 
— 
‘ 
- 
| 
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せら れ 得 ぁ は 勿論 る も , MMIC ‘OTS, 健康 家 肉腫 
を 形成 せ し む る 可能 人 性 を 有する こ ミ は , 諸家 の 業績 の 護 明 する 万 なり. WS 
ば 血液 中 果して 如何 な ぁ る 成分 に 於 て 肉 種 『 起 源 」 の 含有 せら る ゝ や を 探究 せん 
ミ し て 以下 の を せ 0. は 同 特に 家 に て も 同様 の 賞 を 行 へ 0. 

UT, 肉腫 和 後 2 週 日 を し , 
FKIENHUFIKK O, 1000 億 へ パリ ン 水 を 使用 し て 凝固 を 防ぎ た る 血液 を 探 
ML, 幅 2cem の 吸 取 紙片 を 其 血 液 面 上 に 垂下 し , 
に 切り 取 0, REDE ORIGOMP (HALO. 勿 
=F. 

KO, EET, HHA HUT ZEIT 

吸 取 紙 が 毛細 管 人 必用 に より 一 定時 間 内 に 血液 を 吸 上 ぐる 高 さ は , FMA 
VRR OR, 過度 等 に よめ 多少 の 差異 あり . 然 れ ざ も 1 時 間 を 限度 ミ し て 
赤血球 球 等 の 上 昇 す る 高 さ は , FORT 
2em に し て 血 する 高 さ は 均 4cm HUT RHO 
本 仔細 に 鏡 する に , 恐らく 溶血 性 用 の 結果 産出 せり ミ 想 像 せら る 
の 微細 頭 粒 は 存在 する も , 腫瘍 細 胞 ミ 思 参 せら れる も の は 一 つも 之 を 認め 

家 及び 家 胸 筋 内 に 該 吸 取 紙 後 , 一 般 に 陽性 例 
(HOTS, CHAK OR S 720, 以 後 は 比較 
的 に 増大 し , 時 ミ 
KIS Utz 2 週 日 頃 よ せら れ , 
ざ ぐる も の あり . 日 を 経て 挿入 紙片 を 周 筋肉 ミ 共 に し て 
た る 組織 標本 を 鏡 検 する に , 腫瘍 形成 の 陽性 な ぁ も の に 於 て は , AUTO 
に 著 明 な る 粘液 性 形 細胞 肉腫 組織 の 形成 あり . TERR 
肉腫 の 像 を せ ぁ も の に 於 て は , TAI HSC RROD 
あり , 同時 に 白血球 , 球 , 小園 形 細胞 の 集 せ を 認 む . 
間 に 包 含 さ れ 居 た る 白血球 及び 挿入 時 血管 より 漏 出し た る 血球 等 は 区 第 に 


L, に 無 構 造 の 園 ミ な め 第 に 吸収 せら れる ML TA 
が 網 時 し て し た る 部 分 に は , せる 血球 , BB 
大 胞 等 の 散在 せ ぁ を 見 る も , fal, 
第 に 其 敷 を 減じ , 一 万 に は 結 締 織 の 細胞 に 交錯 し て RTE AMO 
し , に は 同様 組織 に て 特に 粘 液 性 を 時 する 像 あり. 
LIA 6 回 の 肉腫 形成 々 表示 すれ ば 
| (1) (2 (8) | (4) (5) 
肉腫 形成 陽性 | 3 回 3 3 | 1 


AMER | 2 1m) lag 


備考 1。 表 中 (1)。 (2). (8)…… 等 は 唄 到 紙 た 血液 面 より 上 方 へ 1em 
毎 に 切り 取り , 各 片 た 下 ょ より 上 へ 順次 記入 UT: 2 aR. 

2, SL, 其 傾向 
有する 


a) | (2) GA 
| 
| 


肉腫 形成 陽性 
肉腫 形成 性 
EATS = 
以上 2 表 に 就 て 参 察する に , 吸 取 紙 の 血液 面 に 近接 せる 部 分 , EI DIOL 
液 細胞 の 多 敷 に 包含 せら る > ゝ 部 分 の , 筋肉 内 挿 入 に より 筐 た る 肉腫 形成 々 績 
ち 血液 細胞 含有 せ ざ る 部 分 を て 
得 た る 成績 ミ を 比較 する に , 一 般 に 大 な ぁ る 差異 を 認め ず まず. 勿論, 圭 照 紙片 の 
る 上 記 11 (YORI EO, 血液 細胞 を 包含 せ ざ る 血液 成分 に 由 り て も 腫瘍 
形成 の 可能 性 は 之 を 推定 し 得 べ し . 耐 し て 土 照 紙片 を 標準 ミ し て , 挿入 紙片 ・ 
を 血球 含有 部 ミ 非 球 含有 部 ミ に 分 ち , BEI TIERE LOT 


1 
<3 
2 


REA, 血球 含有 紙片 を 搬入 し た る 試験 . 14 回 中 , 腫瘍 形成 陽性 6 回, 
Mb, 42.9 %. 
非 含有 紙片 を 挿入 し た る 試験 . 中 , 腫瘍 形成 陽性 7 
Id, 50.0 %. 

FLO, 血球 含有 紙片 を 挿し た る 試験 . 7 回 中 , 腫瘍 形成 陽性 2' , ED 
4, 30%, 
JEMER GARY AHA 腫瘍 形成 陽性 
28,0 26: 

液 は 血液 細胞 含有 部 に 於 て も , 赤 非 血液 細胞 含有 部 に 於 て も , ORE 
成 性 能 を 保有 する も の な 0 り . 


?1 家 の 研究 (第 1S 同 報告 ) 
ABMS 
(1) 

2 研究 は 可 成 り TH TC, 
707 例 に の ぼ つ て て , EL 452 Mi, 
COAT LIS 5 SE 11 月 の 病理 第 7 


(I) 


LIBRE SOME, HEEB OS AAD 
EO GE AE Ze BERD CHD. MAO MECH 
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tom ミ か Choristom ミ か が 多い 事 を も 認め 得 た . 之 れ 等 か ら , MELE 
肉腫 に て は その 起 原 に し て 先天 的 異常 の の 事 を 更に 確信 
TH. 


22 RBABO 


Ly 人 各 方 面 よめ 詳細 の 研究 業績 相次い で 報告 せら る ゃ ゝ も 未だ 其 の 本 態 を 極 む 
ALEET. 余 は 本 腫瘍 の 疫 面 の 研究 に 従事 し 此 者 の 被 働 性 免疫 に 
BSF ミ の 結果 得 て 報 告 せ 0. 

に は 本 腫瘍 の 自 疫 必 験 を 企 園 し 吉川 (1928 4B) "SR 
22 PEDIC SUR FR O BET 22 
le] (1930 年 ) 集 談 答 に 於 ける 青柳 安 誠 の 興味 ゎぁ 「 肉 腫 の {ムペ チン 誕 用 」 の 
OD AMD EN ETH KO, 煮沸 腫 場 材 
置 し , UC ASO LIEHIED IRR > 
や を 検 せ ん ミ 企 て 筑 験 を 行 ひ た り . INS RRAMEORER 56 度 及 び 
59 度 加熱 材料 を 同 要約 の も ミ に 党 験 し 此 の 成績 の 如何 を る 検 せ め . 

|, 産 抗 元 た る 煮沸 肉腫 材料 家 腫 移植 後 最も 星 な る 時 期 に 肉 
除去 し , AMR b, CMI), BAO ARS 
す , 次 に コル ベン 内 に 入れ 腫瘍 1gr (CB Le PRR 1 1 cc の 割合 に 注 加 し , 
T 30 分 間 沸 す , 煮沸 後 織 細か き 
TIBET, 此 液 を 煮沸 肉腫 の 産 抗 し て 使用 す . 

2, 56 一 58 

は 前 記 (1) (SMETE FERN Fe 56 度 或 は 58 度 の 水 
に て 加熱 せる に あり , 他 は 全然 同様 な り . 

材料 を 作製 せ 0. 
4, 産 抗 注射 . 


— 

; 

3 | 
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射す , (MORRIS 3.0cc, 2 注 
HERS 5 回 以上 施行 す . 

. 抗 血清 探 取 . 

(4) OMS 4 HOR 1 cc. 

15) の 方 法 に て 分 離せ る 各 抗 血 済 に 一 定 の 方 法 に て 作製 せる 肉腫 氷 エ キス 
等 分 に 加入 し 混和 し 2 Hofl2—3 elk hel Lik 
和 を は か る たら . 

7. 上 記 (6 ) 

え 抗 加 肉 腫 水 エキ ス の ミ し て 無 正常 滞 
管 水 に 等 分 に 肉腫 エキ ス を 混和 し (6 ) の 如く 慮 理 し て 使用 す . 

各 抗 血 肉 腫 水 エキ ス 及 び 照 材料 の 

1 


煮沸 肉腫 抗 血清 肉 腫 水 エキ ス (A) fi 

= + % (B) Je 
2 TERR 

JN SAYS JU VS + (AY) fi 


結 論 

EL ST-ED 方 法 に て EHRE Ze ALT 
得 た る これ に Ks + 加 へ 硝子 管内 に て 混和 し 一 定 
CHE LD, TSS Slit, 其 後に 
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A, 上 且つ 同時 に ミ し て 用 ゐ た る 無 置 正常 家 軍 
BAT. 

2, 36 度 或 は 58 BE) 肉腫 材料 を 用 る て 得 
た る 抗 の 加熱 筋肉 材料 ミ ょ よる 抗 血 , 


ABBE 材料 に 用 ひら れ た る 者 沸 の 長短 に より 成績 に 差異 ちあ りや, 御 た づれ 致し 

大 氏 ょ り 分 問 者 せ る や ょ の 完全 に 50 


33 
EEE) 
MBSE 園田 太郎 


肉腫 部 位 ( 例 之 , 他 の 
鏡 上 , WAR AR LC OS, PERRI 
皮下 に 移植 する ミ , 往々 , EMO RD d 
ミ こ が 認 め ら れ た . 

QZ META ZA SHAD, 
用 る ゐる て, 赤面 白い 験 成績 の つた 例 も ある 」・ 即ち , 
いて , Roh, Haken, 
ER, KE 各 個 の 木 片 を 
いち の 慮 置 に 就き , 工 末 も 間 違 の 無い や うぅ うに, 上 分 の 注意 が 携 は れ た こ ミ は 
48 時 間 , 8 一 72 EN) T, 興味 ある 所 が S 
C, JEA HLA 他 の 全 
BR in (OD (is, OE <, 基 腫 瘍 』( 此 


= 
& 
A 
DEN: 
. 
- 
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言葉 の FEC LT 置い た (A 20 年 第 10 
292 頁 を へ 得 . Wists, 
を 形成 す ぁ ゃ に 〒 つ た の で ある . 

FR 以上 は , 上 其 , 直接 に 内 に し た 試験 で ある が , 今度 は 
ii, (ELIZ 5 は 陽 歴 を 加 
を 得 た こ ミ ゝ も 係 が ある ). 我々 は , PRC 
せ , 他 の 場合 に は 
ZURT, 更に 共 基 れ 適 常 な が 施さ れ た の で ある 
が , 0 特に 加 へ られ た の で は 無い 一 
AE CU, Re 帆 に 『 腫 起源 か, IMOTRR, 
& O Ltt SEN 

て は , AMER ML CRU OR, 

ESO AS 其 結 果 , Jobs, TE 
G Aric. 
BO BIA CARD. ARR, 
(多く は , MH も の ) の 腹腔 内 に 納め た . 後 


IN 


a) ARCOM Ze HL 


® 


aes 
形成 を せしめ 得 た . 3, OAR 


2 
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り に , アド ソリ ルビ > ン 粉末 を 綿 に 包ん だ も の を 以 て し て , WF, 陽性 成績 の 
得 ち れ た ここ ミ こも お あつ た 。. 

aU ZIELEN CHG 5, 

(=) 可 な め 厚 く ), 
者 ミ 同 (( ) に け ぁ 如く ) に 内 に 納め ( 其 後 虚 も 同 前 ) , H 
健康 家 急 腹腔 肉 に 入 する 同様 , 可 な り 多 く 
繰り 返 … れ た が , DENN 
に 現 は れ た 例 は , PEL CED 

HOT 共 細 な 記述 4, 時 間 に 限 り が わあ る か ら , 

革 敷 の に 就 て 行 つ た が に 就 て は , 他 の 機 で 基 報 

bij. 

源 』」 は , REAIEC, LTA D A 
全部 に 行き つ て ゐる ミ 思 は れる . 

冷血 動物 RRO 報 の 如く , の 背部 皮下 に , 

2. 

され ば , S 
肉腫 は 全 く 浪 も あつ た に 拘 は ら , —H, 
之 れ が 他 の 健康 に 植え 付け られ る や , 容易 に 其 に 新 な 肉腫 組織 の 
形成 が 題 現 し た . IRE, 基 」 に 就 て 唯 , 一 言 す る な ら ば , —H 
植え 附け られ た 内 部 に は 腫瘍 組織 の 形成 無く , SEAL 
RED HAG, 其 正 型 的 な 肉腫 , は 粘液 肉腫 現 は れ て る の が 認 ゅ ら 
れ た . JL, 5 CHES AA (4, 
され , 其 慮 で 周囲 の 結 締 組織 , 肉芽 組織 に 働き , ZART, BER 
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が 促し 出さ れ た ミ 観 ちる 可 き で あら 5. 

ぁ な ら ば ), の 層 を 通じ て も る 
像 は 容易 に を 理解 させ 然し, cis, + 
A, 未 。 れ が 出来 得 な か つた 。 

肉腫 か ら の 源 の 外 方 進出 は 、 其 肉腫 を で ゐ た の 層 み 
じ , 著 明 肉腫 が 形成 せら れ た . Ai 
殆 , 其 形 態 の ゝ で , 

一 方 , 及び 外 方 に HORT: SEA 他方, 

ょ れ て ゐる 織 と は , DR, Zit 

CHS. UC 繊維 間 や つや , の 維 間 に は , 

は 多く は 少く , AMER EA Aal, Zur EST, 
—MiL 
示す と ころ 無く , MR, BE TIERES... Bie CHES 
VEAL ANCHO LO CMON, 同じ に CH OP MOR 
SRG IE DOT, SIRS CHR 中 に 置か 
匠 ぅ な の 移植 に 由 つ て , 肉 腫 形成 が 出来 る の で ある る . 

LA, O Am Lt. 

此 『 腫 起源 』 の 何者 な ぁ や は , HET DAME 


Mis 使用 と 


fe], 及び Luss 


ICOM HE れ ば , 

は , A 
ALL 得 ら れる こ 


之 は 必 し も 腫瘍 細胞 自 個 で 無く ミ CH 
も 無い が , 其 外 , 此 細 胞 自 個 で は 無く , AED, a8 


ATE Ze る こさ を 主 自 さ する の で は 無 


2. 

DASA 2 原因 論 に 比べ て , 増殖 
Mont, 
を も り 行く 可 き で あら う さ は ね 。 


金子 直 


% 


(J 


す る に 何れ る , 


(BE を il こ 開 始 せら ALi AEB 於 て 早期 に 
低下 し 初 む 。 RIK RISA ETE ¢, 


長大 新株 は 自身 こ 於 け 


反 


用 少く , 


Micro-isolation 


C intact 75 


も “存在 すべ し ミ 


さや を 知ら ん した, 


J 


NE 1 


化 1 里 


ig 


ご 


> 
we 
— 104 
4 
) 
2 
9.0 
eV, 
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内 の 種々 の 水素 28 Cire 

に MCILVAINE pH 6.8—7.9 の 園 を 除く 以外 の 管 に 於 て 同 

Eulen pH 3.5 及び 4.0 の 2 例 に 於 て は 高度 の 水素 1 FT TED DIL 

SPE VE VETS 2 RBH TE. 

SALA 1 49) を 除く 他 の 例 に て 陽極 液 は 移 
pH 6.8 及び 7.3 0) 2 O 
他 の 例 に 於 て は 陽性 な の を ゅ た が , PRM 
EINE CA 22 GALS APE H 
な が 存する に 推定 され る . 

以上 の 結果 を する に 大 於 て 移 因 性 の を 示し た . 然 
KOC 2 BG PE APMED ( 終 ) 


A 
tt BREA (16 例 ) DBE Bil » 
KOO Pi) VIER L, Ho Ze ME OD EOD TF 
こ 於 て は 往々 
ヶ月 前 後に 於 て 下痢 を 以 て る ゝ も の 多く , 
する た り . RTT 

も の あら ん も , HS CHE GER AIEL 
FD, IG LIBRE, 重量 共に る も 
DBL» AL, 胸腺 組織 は 細胞 の 増 多 を し , 
abs, 一般に 肥大 ミ 認 む 可 き 所 を た り 腺 に 於 て る 


1 
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置 の 腫 大 等 は . BI REORBAMMO HERALD 

LC, 腫 原種 は 多 形 細胞 内 な ぁ も れ が な 
も の に 非 ぐ ぁ か, 


37 + > BROOME 
BER, BABAR, 野村 利 生 AL 
木村 , SSR 


き 條 件 を 
見 出さ ん ミ し た . こ ・ ゝ に 標記 の 研究 を 行 ひ た る 次 第 な り , その 結果 肉腫 家 兎 
に 於 て は の アル リ は 腫 場 移 植 後 腫 場 下行 し て 増加 LR 
A 本 所 が 如何 な る 意味 
の も の な る か は 更に 研究 を 要 す 


> ORIEL ヴィ ガン トル 


ee ゥ ム 量 に 及ぼ す 影 響 
BE, 金 


HEARERS = Ca C は 其 の 多く 長田 , 下田 及び 氏 
TIS Ca 量 減少 し K 量 増加 する ミ ひ , 徳永 及び 長岡 氏 
は Ca は 腫瘍 の 

born, パラ ソル モン 及び クロ ー ル カル チ ウ ム に より て 血清 Ca 量 は 健康 家 
Esel i 異 あ ぁゃ も の な る か を 知ら ん ミ し 検索 せめ 0. 

血清 チ ウ ム 測定 は COLLIP-CLARK を 使 へ 0. 

ツィ ガン トー ル は プロ キロ に 圭 し 1.5cc 宛 筋肉 内 に 注入 し , 注射 前 iS 
後 30 分 1 時 間 . 3 時間 . 5 時間 及 び 29 Ca 量 を 測定 せ 


a 
=, 
je 
= 
. 
= 
F 
= 
3 
4 


バラ ル モン は kg 血清 Ca 量 は 
TAR 30 分 1 時間, 5 時間 上 及び 2 時 間 に 於 て 観察 せ 
0. 

クロ ー ル カル チ ウ ム は フロ キロ 溶液 1.5cc に 注射 せり 0, 
Ca 基 は 注射 前 , 注射 後 15 分 , 30 分 , 1 時間, 5 時間 及び 24 時間 に 於 
て 測定 せめ . 

すべ て に 於 て 健常 動物 ミ 肉腫 移 せる 後 2 週間 終 せる 動物 ミ に 於 て こ 
200 OV ERR 

(1) Waa b— VOY CIS AMER CS ML Ca 
は 詩 照 より 多く し て 最高 に な れる 時 間 は 同じ く 注 射 後 1 RIAD ZE OO. 

(2) パラ フル モン の 場合 に て は 肉腫 家 及び に 於 て 共に 注射 後 
30 474 0 tiie Ca 量 は 増加 し 1 時間 に 於 て 最高 に 達 し , 3 時 間 以 後 は 下降 
し 24 時 間 に 於 て も 共に 注射 前 より 大 な り , ML CTM Ca 量 の 増加 量 は 肉 
腫 動 物 に 於 て 大 な り . 

(3) クロ ー ル カル チ ウ ム の 場合 に 於 て は 肉腫 動物 及び 土 照 共 に 注射 後 
15 4p Ca 量 は し , 1 時間 績 し , それ 以後 は 下降 す , 同じ 
く 肉腫 動 物 に ける 血 Ca Tack 

即ち 以上 の 成績 に よれ ば ヴ ヴ ガン トー ル , パラソル モン 及び クロ ー ル カル チ 
75S ML Ca D BO TALK OK 
な ぁ を 知れ 0 


-(LHTAMR Ca 含量 の 消長 を 基準 こせ る 
鈴木 健太 郎 EA 


11 週 以 上 も の を ふ ) を 用 ひ , 血清 Ca 


107° 
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は DE WAARD 法 に よる 井上 の BE 用 ふ 
WO) も の を 用 ひ た り 。 

REN HOMER MS T MILO HERRIN L 

1. Ca Ca 耐容 健康 家 兎 の それ ミ 著 
し. S IHN Ca OPC 4 EO Ze 
DHL. 

2, Ca TERY し め ら る 
O ST. 胸腺 ホル モン ( チ モ ゲ ラン ドー 
ar rn アド レナ 
Yr, ホル モン (イン テレ ニン ) ランドール ¥ 
ナン ドー ムル) 松 菓 キル モン (エピ ゲラ ンド ー ル ムル) 等 に 就き て 認め た 0 め . 

HAS CHE L. 

4, 肉腫 家 Ca AF Foe) ROTH S 
tLaDGEA. 

5. 記 の 如く , OMY Ca は 一 般 に ホ ャ モン 注射 に より て 
ARIE) 及び ある ホル ミン に す る る を 認め た 


MARONSORE 


を 除去 た 食品 RER Ny 7K KEEUT 

1 


て 庶 く 用 ひ ら A PFO) も の に ! C, FRE T: 


ise 
Br: 
ay 
3 
a 
ES 
= 
“4 
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LESS OAR GH, 國 の 腫瘍 
LETTER DANS MEO 

回 れ を 反復 せ 0. MATT OE 13.0 ゲラ 
LV 第 2 は に 於 て 之 れ を 行 ひ , 12.02 
ラム 以下 の 育 な る 若 マウ ス を 使用 し 3 KI BAK 
選び て 同じ く 星 な る 若 > ウス を 使用 し た 0 り . 
つて 季節 年齢, 産地 を 異 に せる マウ ゥ il, U 
欲し た る による. SL TERN 第 36 
FA S を 用 ひ た . 

腫瘍 移植 後 は 試験 動物 を 3 列 に 別 ち 第 1 WIS MBA SHR es, 第 2 列 


前 者 は 79.0 後者 は 32.0 0. 


列 に 於 て 最 劣 り た 0. 
移 の は 列 に 於 て 最 ぐれ , 其 腫 の 境界 明 に し て 
は 其 場 の O, 基 の 境界 動 も すれ ば 
る も の 少 か ら ず 類 包 若く は 小 に て は 特記 すべ き 特 徴 な し 
上 記 成 は 歳 の 種々 な る 人 季節 て 種々 より 上 購入 し た る マウ ス 
に 就 て 行 ひ た 3 DE Ze AL 
MT. 
結 


動物 に 移植 し た る 可 腫瘍 

9. 


to 
. 
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KS, も の 最 劣 り た り . 

含水 の 取 が 動物 の 悪性 腫瘍 の 育 を 有利 な らし むる も の な ぁ る だ きこ 
ミ は 近 時 一 の 研究 者 に より て せら る. 和 粉 は の 粉末 に し て 其 の 主 
MASE DD RO ERO MBS > ML. 
な り . 可 移 植 な る 動物 の 腫瘍 ( 余 の 験 に て は マウ ウス ) SA 
又は 患 ふ A 40)» こ は 或 は 試 む べき 食 法 の 一 SS (#4) 


BIETER 
宮尾 定信 


白 質 は 脂肪 , Ak yee SAR 
な る も の な り . we NEB = 
者 の 研究 報告 に て 略 DE 
E. Gitroy, G. HECHT und F. EICHHOLTZ 
氏 の 報告 あぁ の みな り . 余 は 茶 養 素 中 特に 重要 な る 7 アミ ノノ 酸 は 必ず や 腫瘍 の 
新陳代謝 に 於 て も 重 る 役 演 すず る も の な らん ミ し , こ ゝ に 腫瘍 
代 特に 組織 呼吸 び に 解 用 に 及ぼ す ァ ミノ 酸 の 影響 せ 0. 

組織 に 解 用 測定 は マー ルプ 氏 法 に 依る . 

酸 は 脂肪 し て は アァ アラニン, ロイ チン , チ スチ CH ELTIL 


(14) DER. 


IE LT 21 Ze Sb, 500 億 に 於 て 


2 
| | 
2 
- 
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は 影響 を 認め . 
(a) 
OT 35 200 億 に て は 24 %, 500 億 に て は 19 
に 抑制 せら A. 
加 列 下 は に 比 し 10 SO Sh, 
ぁゃ 充分 制定 し 得 ざ 0 りき . 
(=) ZH 7,08 
億 稀 添加 に 於 て 40 26, 500 億 に 於 て 32 に 抑制 せら る . 
(3) 
S 
腫 場 組織 呼吸 の ァ ミ CHF DH 
(4 ) ORE 
陣場 組織 呼吸 は 100 BE CS 
て は 18 TIS 14 乃至 38 BOTHER ARYL O. 
(a) F DER 
( ハ ) FAF > ORE 
ME 26 2. 
(=) E 


GR 
ay 


2. 
(FH) FuF> 
RIN 100 に て 62 9, 2000 に て 11 
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100 億 に て GO 9, 2000 に て 17%, 肝臓 は 々 の 
に 於 て 16 , 及び 24 Ye, 2000 に て 12 の 
TUE 
1」 以 上 5 種 の ァ TS 5 =>, 

オチ リプ トラ ン に し て 基 の 中 Y 
チ ン の は なめ. 

[2] 肉 組織 呼吸 に し を 認め ざる も の アラ ニン 及び チン の 
2 種 に し て , TE 
せ し む ちる も の は チ ス チン , Fr CH THO 
明 な る も の あり . 

せ し む . 但 ト リプ ト フ ン は 500 HST SEO 


3 
ST 


ARE 同種 族 腫 場 移植 に 於 ける 個性 の 差異 及び 
の の 演 の 調節 機能 も の な り ミ 所 を 輝 べ た り . 炊い で 
は 増大 た る の 細 織 検索 を 試み た る に, 
於 て は 認 む (= ERDE 
酸 性 球 ミ * の 開 係 0 や を 血液 像 及び 像 に 就 て 検索 せ 


し た る 白 は 20 例 に し て , その 期 間 は 移 ミー20 日 
9. 叉 その 査 閣 期 日 は 移 村 後 第 2 日 , 第 5 日 , 第 8 日 , 第 12 日 , 第 15 
20 120. ER 移植 後 第 日 に 
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Er 4 


113 


ける も の 29 例 に し て , RAM EL O. 以下 そ 
の 成績 を 記述 せん ミ 欲 す . 
成績 括 

(血液 像 に 於 ける 成績 , 移植 前 日 酸 嗜好 性 白血球 の 正常 敷 値 を 示せ る も 
の 20 例 中 に 12 HO. 項 る も の に 就 て 移植 後 の 該 白血球 敷 の 消長 を 検 す る 

L. 移植 後 第 2 日 に 於 て 減少 を 示す も の MEL, 増減 な きもの 10 Pl, 増加 
を 示せ る も の 2 例 あ 0 り . 此 の 2 例 は 何れ も その 以後 遍 降 性 滅 少 あ 示し て 第 8 
日 に 於 て 最低 に 達し , 1 例 に 於 て は 移植 前 日 の 敷 値 に 達し , 他 の 1 例 に 於 て 

2. EHRE 日 に 於 て 始め て MV2RT も の 1 例 を 認め , 以後 減少 を 示 
す も の > 敷 は 増加 し 第 8 日 及び 第 12 日 に 於 て 各 4 例 を 認 む . 

3. 移植 後 第 5 日 以後 に 於 て 増加 を 示す も の は 1 例 に 過ぎ ざ ぎす:. 

4 血液 観 祭 の 経過 て を 示さ る も の 6 HHO. 6 例 中 の 
2 例 に 於 て 移植 陰性 , その + 例 に 於 て 移植 腫瘍 は 何れ も 開 育 程度 低く 2 週 以 
O. 

移植 後 第 5 一 8 APS HST, B 
腫 の 育 佳 良 に し て 従 て 期間 長 し 他 の 1 CUS FE 
育 不良 な り . 但し 此 の 1 例 は 移植 後 第 2 日 に 於 て 著 明 な る 増加 を 示し た る も 
の な いり. 叉 移植 前 日 生理 的 範 園 を 軽度 に 超過 (BD 100—200) せる も の に 於 
て , 著 明 に 減少 し た る も の 5 例 あ お あり. その す + 例 に 於 て は 移植 腫瘍 の 注 拓 期間 
EL. 但し 移植 腫瘍 の 姜 育 程度 は 2 例 に 於 て 佳 良 に し て 他 の 2 例 に 於 て は 佳 
5 例 中 の 他 の 1 例 に て は 移植 腫瘍 の 育 不良 な 

6. 移植 後 第 5 日 及び 第 き 1 に 著 明 に 増加 を 示せ る も の 1 例 あ 0. DR 

1 移植 後 第 1 日 及び 第 2 日 に 於 て は 中 性 多核 白血球 の 強度 な る ve 
むる 他 , 酸 性 血球 を 認め す , O CHB ORE PROM 
DEAF MER LAG TS O, 第 6 に 於 て 細 胞 組 
内 に 現 出 し 例 を 認 む る に . 
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3. 酸 嗜好 性 白血球 は 腫瘍 細胞 の 著しく 性 ミ な れる 部 に 現 出 し 有 その 
現 出 程度 高度 な り . CHR. 
部 に て は 酸 好 性 の 浸潤 は 一 般 に 形 細胞 及び 紡 形 細胞 の な る 
THIRD 

4+. 全 例 に 於 て , OK 

ち も の に その 程度 高度 な 0 り . 


3 
NLA, 奥 謝 野 光 , WAH, MBE, 横山 虚 雄 
て 示す 所 の を する る こ ミ を 以 て の 領域 ミ し , DER 
及び 其 の 成績 を 根 娘 ミ し た る ぁ る 理化 唐 的 検索 を 以 て 主 た ぁ べき 研究 方 法 ミ す 」 
SHER 203 例 , 各種 血 37 Bl, ス 及び 酒 種 に 就 
PHS TODS, 検査 例 に 於 て 全部 所 調 ご 
> AW Ute. 
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CURRENT NEWS OF THE SOCIETY. 


1933 Grants: — At the meeting of the executive committee 
of the Society held on January 16, it was decided that the following 
investigators be given grants of the Society to support their work 
for 1933: 

AKIRA FUJINAMI, M. D., and KENJI Kıyono, M. D., Pathological 
Institute, Kyoto Imperial University. 

MATARO NAGAYO, M. D, and TOMOSABURO OGATA, M. D., 
Pathological Institute, Tokyo Imperial University. 

TETSUJI Kimura, M. D., Pathological Laboratory, Jikeikwai 
Medical College, Tokyo. 

RINYA KAWAMURA, M. D., Pathological Institute, Niigata 
Medical College, Niigata. 

RYU TSUNODA, M. D., Pathological Institute, Kyoto Prefectural 
Medical College, Kyoto. 

ZEN KAWAKAMI, M. D., Department of Pathology and Bacteri- 
ology, Keio University Medical Faculty. 

FUKUZO OsHIMA, M. D., Pathological Institute, Nagoya Medical 
College, Nagoya. 

TAKAOKI SASAKI, M. D., The Sasaki Laboratories, Tokyo. 

WARO NAKAHARA, M. D., Government Institute for Infectious 
Diseases, Tokyo. 

KoICHI ICHIKAWA, V.M.D., Institute of Comparative Patho- 
logy, Hokkaido Imperial University, Sapporo. 

SHIGEKI Mort, M. D., Pathological Institute, Kumamoto 
Medical College, Kumamoto. 

Personal Notes. 


Dr. HoJGO YAMAKAWA, who has been in charge of the Cancer 
Clinie of this Society, conducted at the Koishikawa Detached 
Hospital of the Medical Faculty of Tokyo Imperial University, will 
be sent by the Society to Europe and America in order to inspect 
cancer work in these countries. Dr. YAMAKAWA leaves Japan on 
March 24. 

Dr. Susumu SUZUKI, Assistant Professor of Pathology, Tokyo 
Imperial University, who has long participated in the editorial 
work for our journal ‘‘Gann’’, has been appointed by the De- 
partment of Education as a travelling fellow in Europe and America 
for two years. He leaves for Europe on March 24 in company 
with Dr. YAMAKAWA. 
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— 大阪 市 に ける 有志 及び 其 後 の 基 . 
WN. AM. 
O 協 議事 項 
昭和 八 年 度 費 補助 に る 件 . 
PY. BAS AM. 
Me. 授賞 論 の 件 . 
第 理事 を 開催 す . 出席 者 長束 
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O 〇 報告 事項 
昭和 八 年 度 費 補 助 に す る 件 
=. 故 青 山 博士 上 周年 記念 催 に す る 件 . 
:。 財 園 法人 行 制定 開催 に 開 す る 件 . 
Fi. 
\. 新築 工事 工程 に 開 す る 件 
WL. 寄 に 開 す る 件 


O 協 議事 項 
fie 理事 重 に る 件 
評議 員 嘱 に す る 件 

以上 終り て 今回 渡 る 鈴木 
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も の 千 名 を 超 へ た 0. 


—. 開 倫 之 ARE #F 
— AAA = ii 2 
教授 ミ し て の 青山 先生 — Mm 
ーー RT = TAA EM 
ラー 心臓 作用 の 研究 より ゼタ ヵ フ 
— bY 7, > 古 武 
WM 


PR ANE JL 7 AAS TEAK LATE, 


り た る が , 現在 の 定 を 以 て し て は , Ae 
O, こ ミ 便宜 な り ミ の 議 
HO, 理事 を 議決 し た 0. 


O 園 法 人 研究 附 行 同 後 接 規則 制定 小 委員 
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were, 今村 監事 等 出席 の 上 , 山 の 起草 に か 
か る 第 一 案 に て 審議 を け た 0. 
RRR 


2 PRE OLO A O. 


O 重 書 の 寄附 
約 し て を 受領 する こ ミ ゝ な れ り 
(1) Beiträge zur pathologische Anatomie und zur allgemeinen 
Pathologie. 
Bd. 1-88 (1586-1932). 
Supplement 1-9. 
Register 1. 
(2) Frankfurter Zeitschrift für Pathologie. 
Bd. 1-43 (1907-1931). 
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- FATAL ak 
合 金 萬 千 四 百 六 拾 五 也 . 
O 寄 附 金 申告 書 提出 


} 張 昭和 七 年 度 に 於 ける 俗 計 監 査 を 執行 す . 


O の 放射 線 法 に す る 査 報告 
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教授 及 安 井 講師 に つ て 産婦 人 科 に 
ける 1925 年 よ 0 1927 年 に 玉 る 3 ヶ年 間 の 治 庶 成 績 報告 あり た る に 依り 二 
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(一 時 納 A F FR 
(一 時 納 Ar HE 
(一 時 OF KR 
RK BE HER 
ER» ek 
( 中 野 MB 
tie) aH A OM OR 
昭和 7 EME = AGT, 退 及 亡者 如 シ . 
Real 4 名 | 0 1 名 
el Gr A | 0 | 0 | 0 
通 a 97 名 | 22 名 57 
REGRK 
ri 66 名 


特別 を (TE 2 
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295 名 
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報告 事項 
協議 事項 
1. 6 年 度 財産 目 , 筑 代 照 表 , 入 支 出 細 書 承認 = 
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=) 232 
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報告 事項 


研究 所 及 病院 建設 敷地 購入 = 件 
庫 補助 補助 建議 = 開 ル 件 

人 事 = 開 スル 件 

研究 所 及 病 院 新設 = 

建築 工事 進 渉 = 


・ 病 院 名 決定 = 件 

・「 バンプ レット 」 及 設計 園 配布 = ス 
・ 名 古屋 , 京都 , 大 阪 方 面 出張 - 閥 スル 件 
・ 評 議員 推薦 = 開 

・ 金 申込 = ァ 件 


協議 事項 


1 
2 
3. 
4 
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「 ラ ヂ ウ ム 」 及 「 メ トリ ウム 」 購 スル 件 

年 度 研 究 補助 = 開 ス 

研究 所 及 病 院 建 設計 = ル 件 


» 敵 研 究 所 及 病 院 建築 設計 審査 = 闘え ル 件 

・ 敵 研究 所 及 病 院 新築 本 設計 完成 期日 = 開 ス え ル 件 

3. 同上 本 設計 = スル 小 委員 人 員 嘱 託 = ァ 件 

・ 新築 工事 現場 監督 員 嘱 託 スル 件 
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17. 深部 治療 従業 員 7 生命 保険 加入 = BA スル 件 
IS. 中 手 後任 = ァ 件 

19. = Ba 

・ 理事 一 名 増員 = 闘え 件 

附属 腫瘍 所 助手 用 = BA A 

30. 附属 腫 場所 助手 増 給 = 

事務 長 候補 者 定 件 


研究 所 及 業 病 院 建設 


1. 敷地 決定 

昭和 7 年 6 月 1 日 東京 市 豊島 西 鴨 町 2 丁目 2615 番地 家庭 校 理事 
留 岡 幸助 氏 ト 本 ノ 間 = 三井 信託 株 式 動産 部 ノ 手 テ 上 記 地 
1749 LES 774 A) 1900 YE 1 Be — 
2. 建築 設計 者 決定 

昭和 7 年 5 月 20 西村 好 時 , 渡 
RE 7 提出 = カ 設計 設計 書 慣 建築 設計 一 切 
田 博士 = 委嘱 スル 事 = 決定 ス . 
3. 

7 47 = BA 左記 諸氏 = 
ラ 設計 上 ノ 研究 調査 依頼 . 
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4. 入札 契約 成立 
今回 制定 セル 請 仙 規 則 
= 基 キ 新築 工事 入札 ス 7 ノ 上 設計 
定 ス . 
5. 建築 申請 書 提出 
昭和 7 年 月 30 日 研 究 建築 請書 チ = 
捉 出 モ ル 慮 同年 9 月 4 日 附 チ 以 チ 許可 書 チ 受領 ス . 
6. 康 業 病院 設置 願書 提出 
願 セ モル 年 12 月 7 日 許可 受領 ス . 
7. 
以 テ 工事 ス . 
8. 
7 = = 病院 良 チ 左記 7 決定. 
9. 
7 SE 9 28 7 工事 現場 = 於 
10. 電話 開通 
年 12 月 1 ョ リ 西 町 , 完 所 康 建築 現場 
所 開通 . 
電話 番 (犬塚 4032 番 ) 


O 属 治療 所 治療 患者 報告 
年 度 治 療 成 
RER) 


TER 121 耳 下 腺腫 坦 
第 一 度 1 (1) 肺癌 
7 
17 
I 
11 (2) 
RER 3 網膜 「 ケ リオ ォ ー ム | 
12 (4) 1 
y 
$ 
6 脈絡 膜 
4 


に 


Os 


7 My. 
2. 研究 者 氏名 
Se FF (京都 大 病理 ) 


川 r (慶應 病理 ) 
林 in. Bh (Aa 


(北海 道 比較 病理 ) 


| 
130 
; 
: 
3 
, 
5 


131 


角 in 
SBM A 田 Ak 


ER 


H 中 秋 : 
| A» 

A IR le AK 
® AL | 


ORRRER 

1. 線 裁 宮殿 下 

フ ル 。 
2, 7 GIST. 

AK = >15 A 27 日 元帥 府 列 セラ ル . 

DUA YD, 
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下 ョ リ 本 事 嘱託 セラ ル . 
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昭和 7 年 + 月 20 = > 國 補助 補助 

大 提出 モル 所 同年 6 月 12 日 第 62 回 帝國 議 衆議院 
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臨時 支出 | 75,81900, | 
| Pia 
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以 テ 目的 トス 

第 三條 AT HM CHI 7 
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第 十 三條 AT RAB 


理 事 上 以内 事 h. 名 以内 
評議 員 長 - & 評議 員 名 
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同意 々 ル 上 主務 官 受 クル コト 要 
7 場合 出席 シ 能 ハ サ ル 評議 員 ハ 書面 以 他 評議 員 = 其 
前 項 7 役員 就 作 スル マテ ハ 設 立 者 其 職 務 チ 行 フ 
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